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中
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観
光
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産
業
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地
元
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対
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西
三
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ト
ン
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陽
景
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の
事
例
か
ら

兼

重

努

・
・
…

は
じ
め
に

一
九
七
八
年
以
降

の
改
革
開
放
政
策

の
進
展
に
伴
う
市
場
経
済
振

興
に
よ
り
、
中
国
に
は
大
き
な
変
化

の
波
が
押
し
寄
せ
て
い
る
。
そ

れ
は
都

市

の
み
な
ら
ず
農
村

に
も
波
及
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
な

か
、
農
村
部
の
経
済
振
興
の

一
翼
を
担
う
も
の
と
し
て
近
年
注
目
さ

れ
る
よ
う

に
な

っ
て
き
て
い
る
の
が
観
光
開
発
で
あ
る
。

中
国

の
場
合
、
観
光
開
発
は
、
経
済
的
な
後
進
地
域
に
お
け
る
貧

困
問
題
を
解
決
す
る
目
的
で
立
案

・
施
行
さ
れ
る
こ
と
が
多

い
。
と

り
わ
け
そ
れ
は
少
数
民
族
地
区
に
と

っ
て
有
力
な
地
域
開
発

の
手
段

と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る

[曽

一
九
九
八

"
四
四
]
。

少
数
民
族
を
観
光

の
対
象
と
す
る
民
族
観
光
は
、
既
存
の
少
数
民

族

の
居
住
地
を
そ
の
ま
ま
観
光
地
と
し
て
開
発
す
る
場
合
と
、
彼
ら

の
居
住
地
と
は
別

の
場
所
に
人
工
的
に
テ
ー

マ
パ
ー
ク
を
開
設
す
る

場
合
の
二
つ
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

本
稿
は
前
者
に
限
定
し
て
論
じ
る
。
前
者

に
お
い
て
は
、
そ
こ
に

居
住
す
る
人
た
ち
の
伝
統
文
化
や
民
族
文
化
、
あ
る
い
は
彼
ら
自
身

や
日
常
の
生
活
空
間
そ
の
も
の
が
、
観
光
の
対
象
と
な
り
う
る
。
そ

の
た
め
、
観
光
開
発
が
大
規
模

に
進
む
場
合

、
地
元

の
人
々
は
多
大

な
影
響
を
被
る
こ
と
に
な
る
。

中
国
大
陸
に
お
い
て
少
数
民
族
を
対
象
と
し
た
観
光
は

一
九
八
〇

年
代
初
期
か
ら
始
ま

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
先
発
組

の
代
表
格
で
あ

る
雲
南
省

の
シ
ー
サ

ン
パ
ン
ナ
の
タ
イ
族
や
大
理

の
ペ
ー
族
や
麗
江

の
ナ
シ
族
観
光
の
よ
う
に
、
少
な
く
と
も

一
九
八
〇
年
代
末
に
は
民

族
観
光
地
と
し
て
す
で
に
著
名
に
な

っ
て
い
た
場
合
も
あ
る
し
、

こ
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こ
数
年

の
あ

い
だ
に
新
た
に
た
ち
あ
が

っ
て
き
た
ば
か
り

の
場
合
も

あ
る
。
先
発
組
と
後
発
組

の
あ

い
だ
に
は
観
光
開
発
の
深
度

に
お
い

て
大
き
な
ギ

ャ
ッ
プ
が
あ
る
。
ま
た
、
い
っ
た
ん
観
光
の
対
象
と
な

る
と
、
間
髪

い
れ
ず
に
観
光
産
業
と
い
う
か
た
ち
で
の
整
備

・
組
織

化

・
制
度

化
が
進
む
場
合
も
あ
る
し
、
本
稿
で
と
り
あ
げ
る
程
陽
景

区

(景
区
と
は
景
勝
地
と
い
う
意
味
)
の
事
例

の
よ
う
に
、
そ
う
で

な
い
場
合
も
あ
る
。

あ
る
土
地
や
そ
こ
に
住
む
人
々
が
観
光
の
対
象
と
み
な
さ
れ
、
実

際
に
あ
る
程
度

の
数
の
観
光
客
が
訪
れ
る
状
態
に
な
る
こ
と
を
、
本

稿

で
は

「観
光
化
」
と
呼
ぶ

こ
と
に
し
よ
う
。
ま
た
観
光

の
た
め

に
、
道
路

網
、
交
通
機
関
や
観
光
情
報
の
組
織
的
発
信
な
ど
の
イ

ン

フ
ラ
が
整

備
さ
れ
、
市
場
経
済
原
理
を
も
と
に
観
光
客
か
ら
参
観

・

入
場
料

を
徴
収
し
た
り
、
政
府

や
企
業
あ
る
い
は
個
人
が
、
ホ
テ

ル
、
レ

ス
ト
ラ
ン
、
商
店
、
旅
行
会
社
や
観
光
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
な
ど

の
観
光
関
連

の
事
業
を
展
開
し
た
り
す
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
、
本

稿
で
は

「観
光
の
産
業
化
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

少
数

民
族
が
居
住
す

る
集
落
は
、
ま
ず
観
光
化
さ
れ
た
う
え
で
、

必
要
に
応

じ
て
観
光

の
産
業
化
が
進
む
と
い
う
パ
タ
ー

ン
が
多

い
よ

う
に
見
受

け
ら
れ
る
。
近
年
、
中
国
大
陸
で
は
産
業
化
さ
れ
た
民
族

観
光
が
目
に

つ
く
が
、

一
九
九
〇
年
代
前
半

の
時
点
で
は
中
国
の
少

数
民
族
関
連

の
観
光
地

の
多
く
が
観
光
の
産
業
化

の
段
階
に
い
た

っ

て
い
な

か
っ
た
。
そ
の
時
点

で
は
十
数
年
後
に
少
数
民
族
観
光
が
ま

さ
か
こ
こ
ま
で
産
業
化
さ
れ
よ
う
と
は
、
筆
者
を
含
め
て
多
く
の
中

国
少
数
民
族
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
に
は
予
想
で
き
な
い
こ
と
で
あ

っ
た
。

観
光
化
と
観
光

の
産
業
化

の
両
者

は
区
別

し
て
考
え
る
必
要
が
あ

る
。
な
ぜ
な
ら
、
両
者

の
あ

い
だ
で
は
、
地
元

の
人
々
が
被
る
影
響
が

そ
の
程
度
、質
と
も
に
大
き
く
異
な
る
と
考

え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

中
国
に
お
い
て
は
観
光
開
発
が
脱
貧
困
と

い
う
目
的
で
行
わ
れ
る

以
上
、
そ
れ
が
地
元

の
人
々
に
及
ぼ
す
経
済
的
効
果
が
強
調
さ
れ
が

ち
で
あ
る
。
し
か
し
、
観
光
開
発
が
地
元
の
人
々
の
文
化
や
生
活
そ

の
も
の
に
及
ぼ
し
て
い
る
影
響
を
考
慮

に
い
れ
る
こ
と
が
重
要

で
あ

る
。
観
光
が
ど
れ
く
ら
い
の
規
模
で
、
ど
う

い
う
形
態
で
、
ど
の
程

度
制
度
化
さ
れ
、
地
元
の
人
々
に
対
し
て
ど

の
く
ら
い
の
強
制
力
を

伴

っ
て
行
わ
れ
る
の
か
、
ま
た
現
地

の
少
数
民
族

の
人
々
は
い
か
な

る
影
響
を
受
け
る
の
か
、
そ
れ
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
バ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン

が
あ
る
と
予
想
さ
れ
る
。
ま
ず

は
そ
う
し
た

こ
と
を
考
慮
に
入
れ

て
、
個
別
事
例
を
押
さ
え
る
こ
と
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

観
光
化
、
観
光
の
産
業
化
の
進
行
の
度
合

い
は
国
家

の
文
化
財
政

策
、
西
部
大
開
発
、
社
会
主
義
新
農
村
政
策

、
余
暇
に
た
い
す
る
政

策
な
ど
の
発
布

に
よ
っ
て
刻
々
と
変
化
し
て
い
る
。
民
族
観
光

の
現

状
を
よ
り
よ
く
理
解
す
る
た
め
に
は
過
去
か
ら
現
在
ま
で
の
変
遷

の

過
程
を
把
握
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
広

チ
ワ
ン

ト
ン

西

壮

族
自
治
区

・
三
江
伺
族
自
治
県
の
程
陽
景
区
を
事
例

に
と
り

あ
げ
、
ま
ず
民
族
観
光

の
産
業
化
が
ど
の
よ
う
な
過
程
を

へ
て
進
行

し
て
い
る
の
か
を
通
時
的
に
押
さ
え
て
い
く
こ
と
か
ら
は
じ
め
る

(表
1
)。
次
に
、
程
陽
景
区
の
観
光
資
源

の
核
と
な

っ
て
い
る
木
造
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表1三 江県における観光関連の動向

年 月 日 事 項

1978年 県旅遊局が成立する。

1982年2月23日 程陽橋 が全国重点文物保護単位 に指定 される。

1986年11月30日 国務 院が三江県を対外開放県 として公布す る。

1987年5月14日 亮秦橋 、平繁鼓楼、亮塞鼓楼(以 上林渓郷)、八闘大橋(八 江郷)、 邑

団大橋(独 嗣郷)が 、三江県の重点文物保護単位 に指定 される。

1988年 観光 スポ ッ トを集中 させ るため普済橋 を数百メー トル下流 へ移 築す

る。

1992年 〈三江個族 自治県成立40周 年〉 程陽橋 の参観切 符を製作。 程陽橋 の

傍 らにゲス トハ ウスを建設 し、県城 に三江鼓楼、三江伺族博物館を建

設す る。

2000年 県旅遊局が 『三江旅遊』(カ ラー小冊子)を 作成 し、表紙 に程陽橋 を

用い る。

2000年12月18日 「三江個族 自治県程 陽景区管理弁法」が公布 され る。

2001年6月25日 邑団大橋(独 嗣郷)が 全国重点文物保護単位 に指定 される。

2002年 〈三江伺族 自治県成 立50周 年 〉 世界で最 も高 い鼓楼 と銘 打った三江

鼓楼(27層 、42.60m)を 県城に建設す る。

2003年10月 国慶 黄金週 にあわせ程陽橋 付近 で第1回 旅遊文化節が開催 され る。

2006年5月25日 馬絆鼓楼(八 江郷)が 全国重点文物保護単位 に指定 される。同時に公

布 された 「第一批 国家級非物質文化遺産保護名録」に三江県関係では

トン族木構建築営造技芸、 トン族大歌が含まれ る。

2006年7月13日 程陽八暴が柳州市社会主義新農村建設の試験点 に指定 され、現地で起

工式が行われ る。

2007年 春節黄金週

2007年 五一黄金週

2007年 国慶黄金週

「走進神奇的程陽八暴」春節旅遊活動が行われる。

五一黄金週三江県程陽景区活動が行われる。

程陽橋 付近で第4回 旅遊文化節が行われ る。

出所:詳 細は本文 を参照。

置35一 民族観光の産業化と地元民の対応



公
共
建
築
物
を
事
例
に
、
民
族
観
光

の
産
業
化
が
地
元

の
ト
ン
族

の

人
々
に
与
え
る
影
響
、
お
よ
び
地
元

の
人
々
の
、
観
光
客
や
観
光
開

発
を
推

進
す
る
側

の
国
家
や
政
府
に
対
す
る
対
応

の

一
端

に
つ
い

て
、

二
〇
〇
七
年

一
二
月
を
下
限
と
す
る
現
地
に
お
け
る
筆
者

の

フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
の
成
果
を
も
と
に
、
考
察
し
て
み
た
い
。

ト
ン
族
観
光
地
の
創
成

ト
ン
ズ
　

ト

ン
族
"
個
族

(D
on
g
zu
)
と
は
漢
語
に
よ
る
他
称
で
あ
り
、

自
称
は
カ
ム
あ
る
い
は
チ
ャ
ム
と

い
う
。
ト
ン
族
は
タ
イ
系
民
族
に

属
し
、
主

に
水
稲
耕
作
を
営
む
。
人

口
は
二
九
六
万
人
ほ
ど

(
二
〇

〇
〇
年
)

で
あ
る
。
ト

ン
族
の
人
口
の
大
部
分
は
農
村
に
居
住
し
て

い
る
。
彼

ら
の
居
住
地
は
主
に
西
南
中
国
の
貴
州
省

(ト

ン
族
人
口

約

一
六

三
万
人
)
、
湖
南
省

(約
八
四
万
人
)
、
広
西
壮
族
自
治
区

(約
三
〇
万
人
)
の
境
界
地
域

で
あ
る
。

コ
ウ
ヨ
ウ
ザ

ン

ト
ン
族

は
副
業
と
し
て
山
に
広
葉
杉
を
植
え
る
。
そ
の
木
を
使

っ

て
高
床

式
住
居
を
建

て
、
鼓
楼

(集
落
に
建

て
ら
れ
て
い
る
集
会

所
、
多

く
は
塔
状

の
建
築
様
式
を
も

つ
)
、
風
雨
橋

(屋
根

つ
き

の

木
造
橋

)、
村
門
、
劇

の
舞
台
、
涼
亭

(休
息

の
た
め
の
東
屋
)
な

ど
の
木
造
公
共
建
築
物

を
建
設
す
る
こ
と
で
著
名

で
あ
る
。
な
か
で

も
観
光
資
源
と
し
て
著
名
な
の
は
、
鼓
楼
、
風
雨
橋
で
あ
る
。

現
在
ト

ン
族
居
住
地
域
に
開
か
れ
た
観
光
地
は
数
多
く
存
在
す
る

が
、
そ
れ
ら
の
な
か

で
比
較
的
早

い
時
期
に
観
光
地
と
な

っ
た
の
は

広
西

の
三
江
伺
族
自
治
県
の
程
陽

一
帯
と
貴
州
省
黎
平
県

の
肇
興
、

そ
し
て
従
江
県
の
高
増
で
あ
る
。

あ
る
場
所
が
観
光
の
対
象
と
な
る
た
め
に
は
、
そ
こ
に
観
光
資
源

が
存
在
す
る
と
外
部
の
人
々
に
よ

っ
て
認
定

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
程
陽
近
辺
は
自
然
景
観
が
特

に
優
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

歴
史
的

に
著
名
な
地
で
あ
る
わ
け
で
も
な

い
。
そ
れ
で
は
、
数
あ
る

ト

ン
族
居
住
地

の
な
か
で
な
ぜ
程
陽
が
観
光

地
と
し
て
選
ば
れ
た
の

だ
ろ
う
か
。
ま
た
観
光
資
源
と
し
て
程
陽

の
何
が
選
ば
れ
た
の
だ
ろ

う
か
。

こ
れ
ら
二
点
に
つ
い
て
お
さ
え
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
。

程
陽
は
林
渓
郷

の
最
南
端
に
属
し
、
三
江

県
の
県
城
か
ら
約
二
〇

キ

ロ
、
車

で
約
三
〇
分
ほ
ど
の
距
離

で
あ
る
。
林
渓
郷
は
そ
の
人
口

の
九
割
以
上
が
ト
ン
族

で
占
め
ら
れ
て
い
る
。
郷
内
は
南
北
に
林
渓

川
が
流
れ
て
お
り
、
そ
の
両
側
に
多
く

の
ト

ン
族

の
村
々
が
点
在

し
、
各
集
落

に
は
鼓
楼
や
劇

の
舞
台
が
建
て
ら
れ
、
集
落

の
近
く
に

は
大
型
の
風
雨
橋
が
い
く
つ
か
架
か
っ
て
い
る
。
林
渓
郷
内

の
最
南

端
、
林
渓
川
岸

に
位
置
す
る
馬
鞍
集
落

の
少

し
下
手
に
程
陽
橋
と

い

う
中
華
民
国
期
初
頭
に
建
造
さ
れ
、
後
に
二
回
建

て
直
さ
れ
た
風
雨

橋
が
架
か

っ
て
い
る
。

程
陽

一
帯

の
観
光
の

「売
り
」
は
第

一
に
程
陽
橋
を
代
表
と
す
る

木
造

の
公
共
建
築
物
群
で
あ
る
。
程
陽
橋

一
帯
が
観
光
地
と
な

っ
た

経
緯
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
程
陽
橋
が
広

西
壮
族
自
治
区
ク
ラ
ス

の
文
化
財
五
六
件

の
う
ち
の
ひ
と
つ
に
選
ば

れ
た
、

一
九
六
三
年
に

ま
で
さ
か
の
ぼ
る
必
要
が
あ
る
。
だ
が
、
そ
れ
で
た
だ
ち
に
程
陽
橋
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トン族居住地域

が
観
光
の
対
象
と
な

っ
た
わ
け

で
は
な
か

っ
た
よ
う

で
あ
る
。
そ
の
後
、

一
九
六
五
年
か
ら
の
四
清
運
動
、

一
九
六
六
年
か
ら
の
文
化
大
革
命
期
に

「封
建
迷
信
」

「四
旧
」
と
し
て
鼓
楼

・
風
雨
橋

は
批
判
さ
れ
た
。
し

か
し
、
改
革
開
放
政
策
施
行
の
後
、

一
転
し
て
文
化
財

と
み
な
さ
れ
、
再
び
正

の
評
価
を
与
え
ら
れ
た
。

一
九

八
二
年
に
程
陽
橋
は
広
西
壮
族
自
治
区

の
重
点
文
物

保
護
単
位

(重
要
保
護
文
化
財
)
か
ら
全
国
重
点
文
物

保
護
単
位

へ
と
昇
格
し
た

[兼

重

一
九
九
八

二

四

〇
、
二
〇
〇
五
b

二

六
-

一
七
]
。

こ
の
こ
と
は
程

陽
橋

が
、
価
値
あ
る
文
化
財
と
し

て
の
国
家

に
よ
る

「お
墨
付
き
」
を
得
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

当
時
、
全
国
重
点
文
物
保
護
単
位

に
指
定
さ
れ
て
い

ム
　
　

た
文
化
財
は
全
国

で
も
わ
ず
か
二
四
二
件
で
あ

っ
た
。

広
西
で
は
七
件
し
か
な
か
っ
た
。
少
数
民
族
関
係

の
も

の
は
非
常

に
少
な
か

っ
た

[彰

・
劉
ほ
か
編

一
九
八

九

"
四
四
二
ー
四
五
〇
]。

そ

の
な

か
に
程
陽
橋

が

入

っ
た
こ
と
自
体

に
た

い
へ
ん
な
意
義
が
あ
る
。

一
九

八

二
年

の
時
点

で
ト

ン
族
に
関

係
す
る
全
国
重
点
文

バ
　
　

物
保
護
単
位
は
程
陽
橋
が
唯

一
で
あ
っ
た
た
め
、
程
陽

橋

は
数

あ
る
ト

ン
族

の
風
雨
橋

の
な
か
で
他

を
圧
倒

し
て
、
最
も
有
名
で
ス
テ
イ
タ

ス
の
高

い
も
の
と
な

っ

た
。
そ
し
て
三
江
伺
族
自
治
県

の
ト
ン
族
や
広
西
壮
族
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自
治
区

の
ト

ン
族

の
み
な
ら
ず
、
貴
州
、
湖
南
、
広
西

の
ト

ン
族
全

体
を
代
表
す
る
文
化
財
と
い
う
位
置
づ
け
を
え
た

[兼
重

一
九
九

八

"
一
四
〇
]
。
程
陽

一
帯
が
の
ち
に
他

の
ト

ン
族
居
住
県

に
さ
き

が
け
て
観

光

の
対
象
と
な

っ
た
素
地
は
こ
こ
に
あ
る
。

著
名

な
文
化
財
と
な

っ
た
程
陽
橋
は
、

の
ち
に
起
こ

っ
て
く
る
三

江
県
の
観

光
開
発

の
動
き
の
な
か
で
す
ぐ
に
観
光
資
源

へ
と
転
換
す

る
。
国
家

級
の
重
要
保
護
文
化
財

で
あ
る
程
陽
橋
は
観
光
資
源
と
し

て
も
別
格

に
扱
わ
れ
る
。
三
江
県
に
お
け
る
観
光
の
最
大
の
目
玉
と

な
っ
た

し
、
今

で
も
そ
う
で
あ
る
。
三
江
県
を
訪
れ
る
観
光
客
で
程

陽
橋

に
足
を
運
ば
な
い
人
は
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。

当
初
、

程
陽
橋

に
次
ぐ
位
置
づ
け
を
さ
れ
て
い
た
の
が
、
程
陽
橋

と
同
じ

一
九
六
三
年

に
自
治
区

の
重
要
保
護
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た

馬
絆
鼓
楼

で
あ

っ
た
。
三
江
県
政
府

は
自
県

の
観
光
化
を
た
ち
あ
げ

る
に
有
利

な
、
程
陽
風
雨
橋
、
馬
絆
鼓
楼
と
い
う
著
名
な
文
化
財
を

擁
し
て

い
た
の
で
あ
る
。
三
江
県
の
当
初

の
観
光
資
源
は
木
造
公
共

建
築
物

と
い
う
物
質
文
化
と
そ
れ
ら
が
織
り
成
す
人
文
景
観
で
あ

っ

た
。こ

れ

か
ら
三
江
県

の
観
光
化
、
観
光

の
産
業
化
の
歩
み
の
概
略
を

記
述
し

て
い
く
。
そ
の
際
、
以
下
の
四
つ
の
時
期
に
区
分
す
る
の
が

適
切

で
あ

る
と
考
え
る
。
す
な
わ
ち
、
第

一
期

二

九
七
九
年
か
ら

一
九
九

一
年
、
第

二
期

"
一
九
九

二
年

か
ら

一
九
九
八
年
、
第
三

期

二

九
九
九
年
か
ら
二
〇
〇

一
年
、
第
四
期

"
二
〇
〇
二
年
以
降

で
あ

る
。

邸

二

第

一
期
ー

一
九
七
八
年
か
ら

一
九
九

一
年
ー

三
江
県
が
観
光

の
対
象
と
み
な
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
改
革

開
放
政
策
施
行
以
降
と
考
え
ら
れ
る
。
三
江
県
で
は

一
九
七
八
年
に

県
旅
遊
局
が
成
立
し
、
観
光
客

の
正
式
な

受
け
入
れ
が
始
ま

っ
た

[王
四
西
主
編

一
九
九
二

"
七
三
]。
あ
と

か
ら
述

べ
る
よ
う
に
、

こ
れ
は
あ
く
ま

で
観
光
化
で
あ

っ
て
、
観
光

の
産
業
化

で
は
な
か

っ

た
。三

江
県
が
正
式
に
国
外
か
ら
の
観
光
客
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
、

一
九
八
六
年

=

月
三
〇
日
に
三
江
県

が
対
外
開
放
県

(外
国
人
が
特
別
な
手
続

き
な
し
に
旅
行

で
き
る

県
)
と
な

っ
て
か
ら
で
あ
る
。
三
江
県
の
対
外
開
放
は
広
西
壮
族
自

ムヨ
　

治
区
の
な
か
で
は
異
例
に
早

い
時
期
に
実
現

し
た
。
ま
た
貴
州
省
や

湖
南
省

の
ト
ン
族
居
住
県
に
比

べ
て
も
早
い
も
の
で
あ

っ
た
。
三
江

県
が
早
期
に
対
外
開
放
で
き
た
要
因
は
程
陽
橋

の
観
光
資
源
と
し
て

の
価
値
が
、
当
時
に
お
い
て
中
国
国
内
で
公
認
さ
れ
て
い
た
か
ら
だ

と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

三
江
県
が
対
外
開
放
県
に
指
定
さ
れ
た
半
年
後

の

一
九
八
七
年
五

月

一
四
日
に
、
三
江
県
内

の
亮
塞
橋
、
平
塞
鼓
楼
、
亮
塞
鼓
楼

(以

上
、
林
渓
郷
)、
八
闘
大
橋

(八
江
郷
)、
邑

団
大
橋

(独
胴
郷
)

が
、
県
ク
ラ
ス
の
重
点
文
物
保
護
単
位
に
新
た
に
指
定
さ
れ
た
。
そ

の
う
ち
、
平
塞
鼓
楼
は
程
陽
橋
か
ら
至
近
距
離
に
あ
る
。
こ
の
背
景



に
は
文
化
財

の
新
た
な
指
定
に
よ

っ
て
観
光
資
源
を
増
や
そ
う
と
い

う
三
江
県

の
思
惑
が
あ

っ
た
と

い
う
可
能
性
も
想
定
で
き
よ
う
。

当
時
、
程
陽
橋
付
近
に
観
光

ス
ポ

ッ
ト
を
集
中
さ
せ
よ
う
と
い
う

行
政
側
の
意
図
が
存
在
し
た
。

一
九
八
八
年
、
程
陽
大
塞

の
集
落
よ

り
数
百
メ

ー
ト

ル
上
流

に
架
か

っ
て
い
た
風
雨
橋

(普
済
橋
と
い

う
)
を
改
築
す
る
際
、
政
府
が
三
万
元
を
補
助
し
、
県
文
物
管
理
所

な
ど
が
地

元
に
働
き
か
け
て
程
陽
大
塞
の
集
落

の
傍
ら

へ
わ
ざ
わ
ざ

移
築
さ
せ
た
。
そ
の
目
的
は
普
済
橋
を
程
陽
橋
と
合
わ
せ
る
こ
と
に

ム
　
　

よ
っ
て
旅

遊
風
景
区
を
作
り
だ
す
こ
と
で
あ
っ
た
。

筆
者
が

は
じ
め
て
程
陽
橋

一
帯
を
歩

い
た
の
は

一
九
九
〇
年
で
あ

る
。
当
時
、
程
陽
橋
は
観
光
地
と
し
て
外
部
か
ら
認
知
さ
れ
て
は
い

た
。
し
か
し
、
程
陽
付
近
は
ご
く
普
通
の
鄙
び
た
ト

ン
族
農
村
で
あ

り
、
観
光
客
向
け
の
施
設
や
観
光
客
を
相
手
に
商
売
す
る
人
は
皆
無

で
あ

っ
た
。
当
時

は
ま
だ
切
符
売
り
場
は
な
く
、
無
料
で
参
観
で
き

た
。
県
城

か
ら
程
陽
に
い
た
る
バ
ス
は
き
わ
め
て
不
便
で
、

一
日
に

三
往
復
し

か
な
か

っ
た
。
ま
た
バ
イ
ク
タ
ク
シ
ー
な
ど
も
な
く
、
程

陽

一
帯
の
村
々
を
ま
わ
る
に
は
徒
歩
が
頼
り
で
あ

っ
た
。
程
陽
に
は

宿
泊
施
設

は
な

い
し
、
飲
食
店
や
土
産
物
屋
な
ど
も
皆
無

で
あ

っ

た
。
当
時
、
程
陽
は
観
光
化
さ
れ
て
は
い
た
が
、
観
光

の
産
業
化
に

は
ま
だ

い
た

っ
て
い
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
県
城
に
あ
る
旅
遊

局
を
訪
れ

て
も
観
光
関
係

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
い
え
ば
、
手
書
き
原

稿
を
白
黒

コ
ピ
ー
し
た
素
朴
な
も
の
で
あ
っ
た
。

一
九
九

一
年
末

の
時
点

で
は
三
江
県
に
は
二
本
の
観
光

ル
ー
ト
が

存
在
し
て
い
た
。
ひ
と

つ
は
県
城
か
ら
林
渓

郷
に
い
た
り
、
程
陽

橋
、
程
陽
八
塞

の
ト

ン
族
鼓
楼
、
木
造
建
築
群
を
参
観
し
、
民
間
文

芸
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
み
る
も
の
。
も
う
ひ
と

つ
は
独
胴
郷

へ
行

き
、
三
江
県
内

で
最
も
早
く
建
設
さ
れ
た
邑
団
風
雨
橋
を
み
て
か
ら

苗
江
両
岸

の
鼓
楼
、
風
雨
橋
建
築
群
を
み
る
も
の
で
あ

っ
た

[王
四

西
主
編

一
九
九
二

"
七
三
]
。
馬
脾
鼓
楼
が
観
光

コ
ー
ス
の
な
か
に

入

っ
て
い
な
か

っ
た
の
は
、
馬
絆
鼓
楼
が
存
在
す
る
八
江
郷
自
体
が

大
型
の
風
雨
橋

の
数
に
恵
ま
れ
て
お
ら
ず
、
複
数

の
大
型
風
雨
橋
を

集
中
的
に
も

つ
林
渓
郷
と
独
胴
郷
に
比
べ
る
と
観
光
資
源
と
し
て
の

迫
力
に
欠
け
る
と
判
断
さ
れ
た
か
ら
だ
と
考

え
ら
れ
る
。
当
時
の
程

陽
観
光
は
ト
ン
族
の
木
造
公
共
建
築
物
が
主

体
で
そ
れ
に
民
族
芸
能

の
鑑
賞
が
加
え
ら
れ
た
程
度
の
も
の
で
あ
っ
た
。

第

一
期

に
お
い
て
は
三
江
県
を
訪
れ
る
観

光
客
の
数
は
国
外
、
国

内
と
も
に
多
く
な
か
っ
た
。
外
国
人
観
光
客

の
数
を
三
江
県
公
安
局

出
入
境
管
理
課
に
よ
る
デ
ー
タ
で
み
る
と
、
対
外
開
放

の
翌
年

の

一

九
八
七
年

に
は
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
日
本
、
ド
イ
ッ
な
ど
少
数

　ら
　

の
先
進
国
か
ら
あ
わ
せ
て

一
一
〇
人

[侯

一
九
九
六

"
四
三
]

に

す
ぎ
な
か

っ
た
。

一
九
七
八
年
か
ら

一
九
九

一
年

の

一
三
年

の
あ
い

だ
に
三
江
県
旅
遊

サ
ー
ビ

ス
部
門
が
接
待

し
た
外
国
人
は
ア
メ
リ

カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
日
本
、
タ
イ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
香
港
、

マ
カ

オ
、
台
湾
な
ど
二
三
の
国
家
と
地
域
か
ら
の
、
延
べ
二
三
〇
八
人
で

あ

っ
た
。
ま
た
国
内

の
旅
遊
団
体
は

一
五

団
体
二
九
八
人

で
あ

っ

た
。
ま
た
県
旅
遊
サ
ー
ビ
ス
部
門
が
組
織
あ
る
い
は
接
待
し
た
広
西
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壮
族
自

治
区
内
外

か
ら
の
観
光
客

は
延

べ
二
万
人
余
り
で
あ

っ
た

[王
四
西
主
編

一
九
九
二

"
七
三
]
。

三

第

二
期
ー

一
九
九
二
年
か
ら

一
九
九
八
年
I
l

程
陽
橋
観
光
が
産
業
化

へ
と
む
か
う
転
機
に
な

っ
た
の
は

一
九
九

二
年
で
あ

る
。

こ
の
年
は
三
江
個
族
自
治
県
成
立
四
十
周
年
に
あ
た

り
、
国
か
ら
ま
と
ま

っ
た
資
金
が
三
江
県
に
投
入
さ
れ
た
。
そ
れ
を

も
と
に
三
江
県
は
、
県
内

の
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
進
め
た
。
そ
れ
は
観

光
方
面
に
も
及
び
、
県
城

に
三
江
ト
ン
族
博
物
館
と
三
江
鼓
楼
が
建

設
さ
れ
た
。

こ
れ
ら

の
建
設
に
あ
た
っ
て
は
、
県
文
物
管
理
所
の
幹

部
が
尽
力

し
た
。
従
来
観
光
資
源
を
も
た
な
か

っ
た
県
城
に
新
た
に

そ
れ
を
造

る
と
い
う
意
図
も
あ

っ
た
。

一
方
、

同
年
、
県
旅
遊
局
や
県
文
化
局
が
程
陽
橋
付
近
に
ト
ン
族

の
民
家

の
建
築
様
式
を
も

つ
ゲ
ス
ト

ハ
ウ
ス
を
建
設
し
た
。
は
じ
め

て
公
式
な
程
陽
橋

の
参
観
券
を
製
作
し
た
の
も
こ
の
年

で
あ
る
。
カ

ラ
i
印
刷

さ
れ
た
こ
の
参
観
券
は
、
程
陽
橋
の
た
も
と
で
売
ら
れ
る

よ
う
に
な

っ
た
。
程
陽
橋
が
観
光
客
か
ら
参
観
料
を
徴
収
す
る
よ
う

に
な

っ
た

の
は
そ
れ
よ
り
少
し
前
頃
か
ら
だ
と
思
わ
れ
る
が
、

一
九

九
二
年
ま

で
は
正
規
の
参
観
券
は
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
努
力
が
実
を
結
ん
だ
の
か
、
観
光
を
目
的
と
し
て
三
江

県

へ
や

っ
て
く
る
国
内
観
光
客
は

一
九
九
三
年
か
ら
増
大
し
た
。
し

か
し
、
当
時

の
程
陽
観
光
と
は
程
陽
橋
あ
る
い
は
周
辺

の
そ
の
他

の

木
造
公
共
建
築
物
を
み
る
の
が

一
般
的
で
あ
り
、

一
部

の
人
々
は
別

途

に
料
金

を
支
払

っ
て
歌
と
踊
り
の
シ
ョ
ー
を
み
る
場
合
も
あ
る

が
、
い
ず
れ
も
短
時
間
滞
在
し
た
だ
け
で
、
そ
の
ま
ま
帰

っ
て
し
ま

う
の
が
普
通

で
あ

っ
た
。
橋

の
付
近
に
宿
は

で
き
た
も

の
の
、
こ
こ

で
宿
泊
し
よ
う
と

い
う
観
光
客
は
ほ
と
ん
ど

い
な
か

っ
た
よ
う
に
見

受
け
ら
れ
た
。

一
九
九
七
年
に
は
県
城
か
ら
程
陽
橋
に
い
た
る
自
動
車
道
路
が
よ

う
や
く
舗
装
さ
れ
た
。
観
光
関
連

の
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
進
む
の
が
こ

の
よ
う
に
遅
か

っ
た

こ
と
は
、
国
家
指
定
の
貧
困
県
で
あ
る
三
江
県

に
と

っ
て
資
金

の
調
達
が
困
難
で
あ

っ
た
こ
と
を
如
実
に
示
す
も
の

で
あ
る
。
第
二
期
は
観
光
の
産
業
化
に
向
か

っ
て
動
き
だ
し
た
も
の

の
萌
芽
状
態
に
と
ど
ま

っ
て
い
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

四

第
三
期
1

一
九
九
九
年
か
ら
二
〇
〇

一
年
1

一
九
九
九
年
か
ら
二
〇
〇

一
年
に
か
け
て
の
時
期
は
程
陽
に
お
け

る
観
光

の
産
業
化

の
本
格
的
な
始
動
期
と
考
え
ら
れ
る
。

一
九
九
九

年

の
国
慶
節
か
ら
中
国
版
ゴ
ー
ル
デ
ン

・
ウ

ィ
ー
ク

(
「黄
金
週
」
)

が
始
ま

っ
た
。

こ
れ
以
降
、
中
国

の

「黄

金
週
」

は
春
節
、

「五

=

(労
働
節
、
メ
ー
デ
ー
)
、
国
慶
節

の
年
三
回
、
各
七
日
と
さ
れ

た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
中
国
人

の
国
内
観
光
旅

行
者
数
が
増
大
す
る
。

一
九
九
九
年
を
境
に
三
江
県
を
訪
れ
る
国
内

観
光
客
の
数
が
飛
躍
的

に
増
加
し
て
い
る
の
も
、
黄
金
週
の
影
響
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

too



表2三 江県の観光客数の変遷

年
国内

観光客数
国外

観光客数
合 計 備 考

1987 一 110 一 i)

... 一 一 一

.;・ 一 一 一

1990 1,400 600 2,000

1991 2,800 goo 3,500

1992 4,200 800 5,000 三江個族自治県成立40周年

1993 15,200 1,000 16,200

1994 17,800 1,300 19,100

1995 23,700 1,500 25,200 5月1日 か ら完全週休二 日制 導入

1996 13,100 600 13,700 三江 県、大洪水被 災2)

1997 14,100 2,200 16,300 アジア金融危機2)

..; 11,000 2,100 13,100 アジア金融危機2)

1999 ::11 3,000 61,800 この年の国慶 節から 「黄金週」創設

2000 79,500 12,500 92,000

2001 132,800 15,000 147,800

2002 177,000 16,000 193,000 三江伺族 自治県成立50周 年

2003 一 一 一

2004 一 一 一

2005 一 一 220,000 3)

2006 200,000 30,000 230,000 4)

2007 179,000 16,300 185,300 上半期のみの統計5)

注:国 外 観 光客 数 に は香港 、 マ カオ 、 台湾 か らの 観 光客 を含 む[侯1996]。

出所1)[侯1996]

2)[三 江 個 族 自治 県旅 遊 局2002:43]

3)[謳 ・梁2006]

4)[楊 ・孟2007]

5)http://cyq.govcn/html/200771716813-1.html(2007年12月 取得)

そ の他 の観 光 客 数 は[溜2005:29]に よる。

一
方
、
三
江
県
を
訪
れ
る
外
国
人
観

光
客
の
数
も

二
〇
〇
〇
年
を
境
に
急

増
し
て
き
て
い
る

(表
2
)。

ま
た
二
〇
〇
〇
年
後
半
か
ら
は
西

部
大
開
発
計
画
に
広
西
も
加
え
ら
れ

た
。

三
江

県

政
府

は

「
西
部

大
開

発
、
発
揮
三
江
五
大
優
勢
」
と
い
う

戦
略
構
想
を
打
ち
出
し
、
観
光
開
発

を
重
点
項
目

の

一
つ
と
し
て

[三
江

伺
族
自
治
県

旅
遊
局

二
〇
〇
二

"

四
四
]
、
資

金
を
投
入
し
て
お
お
が

か
り
な
観
光
開
発
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

実
行

に
移

し
始

め
た
。
ま
た
イ

ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
や
そ
の
他

の
メ
デ
ィ
ア

を
利
用
し
て
対
外
的
な
宣
伝

に
力
を

入
れ
始
め
た
。
中
国
語
に
英
語
が
併

記
さ
れ
た

『
三
江
旅
遊
』
と
い
う
カ

ラ
ー
印
刷
の
冊
子
も
作
成
さ
れ
た
。

こ
の
時
期
の
新
た
な
動
き
は
民
族

の

節
句
に
お
け
る
活
動
を
三
江
県
観
光

の

「売
り
」

の
ひ
と
つ
に
し
よ
う
と

し
始
め
た
こ
と

で
あ
る

[楊
梅

二

0
0

1
]
°

先
に
述

べ
た
よ
う
に
、
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程
陽

一
帯

の
主
要
な
観
光
資
源
は
ト
ン
族
の
木
造
公
共
建
築
物

で
あ

る
。
し
か

し
、
そ
れ
だ
け
で
は
今
後

の
観
光
産
業

の
さ
ら
な
る
発
展

の
た
め

に
は
不
十
分
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

観
光
を
産
業
化
す
る
た
め
に
政
府
が
と

っ
た
具
体
的
な
政
策

に
つ

い
て
さ
ら
に
み
て
い
こ
う
。

こ
の
時
期
、
三
江
県

の
観
光
開
発

は

「景
区
」

の
開
発
を
主
体
と
す
る
も
の
と
し
て
立
案
さ
れ
、
観
光

の

対
象
を
程
陽
橋
か
ら

「程
陽
景
区
」

へ
と
拡
大
す
る
方
針
が
定
め
ら

れ
た

[楊

梅

二
〇
〇

=

。
程
陽
橋
と
そ
の
周
辺
の
村

々
は

「程
陽

景
区
」
と

い
う

「景
区
」
に
包
括
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
観
光

の

対
象
が
程

陽
橋
と

い
う
点
か
ら
面

へ
と
ひ
ろ
げ
ら
れ
た
の
は
、
程
陽

橋
と
い
う
橋
と
そ
の
近
辺

で
行
わ
れ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
み
た
ら

そ
の
ま
ま
帰

っ
て
し
ま
う
と
い
う
、
当
初

の
通
過
型

の
ツ
ー
リ
ズ

ム

か
ら
の
脱
却
を
は
か
ろ
う
と
す
る
ね
ら
い
が
あ

っ
た
た
め
で
あ
ろ
う

と
推
測
さ
れ
る
。

こ
こ
で
重
要
な

の
は
、
「程
陽
景
区
」
の
開
発
を
す
す
め
る
に
あ

た

っ
て
、

三
江
県
人
民
政
府

は
三
五
力
条
か
ら
な
る

「三
江
個
族
自

治
県
程
陽
景
区
管
理
弁
法
」
と

い
う
条
例
を
制
定
し
、
二
〇
〇
〇
年

一
二
月
八

日
に
公
布
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
条
例
に
お
い
て

「程

陽
景
区
」

の
範
囲
は

「程
陽
八
塞
」
と
定

め
ら
れ
た
。
程
陽
八
塞
に

含
ま
れ
る
の
は
馬
鞍
塞
、
平
塞
、
岩
塞
、
平
坦
塞
、
程
陽
大
塞
、
東

塞
、
平
鋪
塞
と
吉
昌
塞

の
八

つ
の
ト

ン
族

の
村

で
あ
る

(第
二
条
)。

景
区
の
旅
遊
資
源
は
名
勝
旧
跡
、
民
間
建
築
、
田
園
山
林
、
公
共
施

設
と
、
ト

ン
族

の
音
楽
、
舞
踏
、
服
飾
、
料
理
や
飲
み
物
、
節
句
お

よ
び
生
活
習
慣
な
ど
と
定
義
さ
れ
た

(第
三
条
)。

こ
の
条
例
の
施

行
に
よ
っ
て
観
光
客
が
参
観
料
を
支
払
う
対
象
は
程
陽
橋
か
ら
程
陽

八
塞
に
拡
大
さ
れ
た
。

ま
た
管
理
の
あ
り
方
も
変
化
し
た
。

こ
の
条
例
が
施
行
さ
れ
る
ま

で
は
、
程
陽
橋
を
直
接
的

に
管
理
し
て
い
た

の
は
三
江
県
の
文
化
局

で
あ

っ
た
。
条
例
で
は
景
区
の
管
理
の
主
体

を
程
陽
景
区
管
理
委
員

会
と
定
め
、
県
旅
遊
局
が
先
頭
に
立
ち
景
区

の
観
光
業
を
正
常
に
発

展
さ
せ
る
こ
と

(第

一
八
条
)
、
景
区
の
計
画
、
建
設
と
宣
伝
販
売

促
進
は
県
旅
遊
局
が
責
任
を
負
い
、
県
文
化
局
は
文
化
財

の
保
護
と

管
理

の
責
任
を
負
う
こ
と
と
定
め
た

(第

一
九
条
)
。

一
方
、
程
陽

景
区
の
経
営
は
紆
余
曲
折
を

へ
て
、

二
〇
〇
六
年
以
降
、
程
陽
橋
景

区
旅
遊
開
発
有
限
責
任
公
司
が
あ
た

っ
て
い
る

[黄

二
〇
〇
七

"

1
l
六
-

1
1
八
]
。

ま
た
程
陽
橋
付
近

の
景
観
を
守
る
た
め
に
景
区
内

の
村
落
を
対
象

に
セ
メ
ン
ト
や
レ
ン
ガ
造
り

の
家
屋

の
新
築
を
禁
止
し

(第
七
条
)、

既
存

の
セ
メ
ン
ト
や
レ
ン
ガ
造
り
の
家
屋

に
対
し
て
景
区
の
計
画
に

そ
っ
た
改
装
を
求
め
る

(第
九
条
)
な
ど
、
地
元
の
人
々
の
日
常
生

ム
　
　

活
に
直
接
か
か
わ
る
規
制
も
こ
の
条
例
に
盛

り
込
ま
れ
て
い
た
。

一
方
、
政
府
は
景
区
を
整
備
す
る
た
め
に
、
資
金
を
投
入
し
て
程

陽
橋
付
近
の
河
の
整
備
や
緑
化
を
行

っ
た
。

ま
た
観
光

の
内
容
を
豊

富
に
す
る
た
め
に
、
景
区

の
な
か
に

「伺
族

工
匠
世
家
」

(代

々
続

く
ト
ン
族

の
大
工
の
家
)
な
ど
の
観
光
ス
ポ

ッ
ト
を
整
え
、
新
た
に

「民
俗
風
情
表
演
」
の

一
座
を
組
織
し
、
観

光
客

の
鑑
賞

に
堪
え
、
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観
光
客

の
参
与
性
が
極
め
て
強

い
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
新
し
く
加
え
た

[楊
梅

二
〇
〇

=
。

「民
俗
風
情
表
演
」
と
は
馬
鞍
鼓
楼
前
の
広
場

で
馬
鞍
塞

の
二
六
名

の
男
女

が
演
じ
る
歌
と
踊
り
の
シ

ョ
ー
で
あ

る
。
X
10
0

1
年
当
時
は
観
光
客

の
要
望
が
あ
れ
ば
演
じ
ら
れ
、
料

金
は

一
回
当
た
り
四
〇
〇
元

で
あ

っ
た
。
こ
の
シ
ョ
ー
の
な
か
に
は

観
光
客
が
参
加
で
き
る
プ

ロ
グ

ラ
ム
も
用
意
さ
れ
た
。

条
例
施
行
以
前
、
二
〇
〇
〇
年
三
月
の
時
点
で
は
参
観
料
は
五
元

で
あ

っ
た
。
旅
遊
局
の
当
時

の
副
局
長

の
話
に
よ
る
と
、
そ
の
う
ち

三
元
は
県
文
化
局
、
二
元
が
旅
遊
局

の
取
り
分
と
な

っ
て
い
た
。
文

化
局
は
こ
の
収
入
を
文
化
財
保
護
の
た
め
の
費
用
と
し
て
使
い
、
旅

遊
局
は
上
述
の

『三
江
旅
遊
』

の
作
成
費
用
に
あ
て
た
。

一
方
、
程

陽
橋
の
す
ぐ
近
く
に
あ
る
馬
鞍
鼓
楼

で
は
国
内
観
光
客
か
ら
○

・五

元
、
外
国
人
観
光
客

か
ら

=
兀
の
参
観
料
を
独
自
に
徴
収

し
始
め

た
。な

お
、
条
例
施
行
以
後
、
二
〇
〇

一
年
夏
の
時
点

で
は
程
陽
景
区

の
入
場
料

は

一
〇
元
に
値
上
げ
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
旅
遊
局
と
文
化

局
が
そ
れ
ぞ
れ
経
営
す
る
程
陽
橋

の
傍
ら
の
ゲ
ス
ト

ハ
ウ
ス
の
ほ
か

に
、
こ
の
年
、
馬
鞍
塞

に
は
村
民
が
経
営
す
る
民
宿
が
数
軒
オ
ー
プ

ン
し
た
。
農
家
に
外
国
人
を
含
む
観
光
客

が
宿
泊

で
き
る
体
制
が
で

き
た
こ
と
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
現
地
の
ト

ン
族
農

民
が
外
国
人
を
含
む
外
来
の
観
光
客
と
直
接
交
流
す
る
機
会
が
増
え

た
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
、
三
江
県
は
県
内
の
独
飼
、
八
江
、
老
墾
、
丹
州
な
ど
に
も

人
文
観
光
区
、
農
業
観
光
区
と
自
然
観
光
区

を
設
け
た

[楊
梅

二

〇
〇

一
]
。
三
江
県
は
県
内
に
複
数

の
景
区
を
作
る
の
み
な
ら
ず
、

グ
リ
ー
ン

・
ツ
ー
リ
ズ

ム
や

エ
コ

・
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
観
光
の
多
様

化
を
図

っ
た

の
で
あ
る
。

こ
の
時
期
に
な
る
と
、
三
江
県
に
限
ら
ず

、
ト

ン
族
が
多
く
居
住

す
る
各
県
で
は
新
た
な
観
光
資
源
の
立
ち
上
げ
が
始
ま
る
。
最
も
顕

著
な
の
は
、
県
ご
と
の
鼓
楼
、
風
雨
橋
の
建

設
競
争

で
あ
る
。
各
県

政
府
は
、
屋
根

の
層
数
が
多
く
、
よ
り
高

い
鼓
楼

の
建
設
、
よ
り
長

い
風
雨
橋

の
建
設
を
競
い
始
め
た
。
例
え
ば
従
来
ト
ン
族
の
な
か
で

最
も
高
か

っ
た
黎
平
県

の
義
塞
鼓
楼

(
一
一
層
、
二
五
・八
メ
ー
ト

ル
)
に
対
し

て
、
貴
州
省
椿
江
県

で
は
二
〇

〇

一
年
に
三
宝
鼓
楼

(
二

一
層
、
三
五
・
一
八
メ
ー
ト
ル
)
を
建
設

し
た
。
ま
た
風
雨
橋
に

関
し
て
は
、
従
来
最
長
で
あ
っ
た
三
江
県
の
程
陽
橋

(七
七
メ
ー
ト

ル
)
に
対
し
て
、
北
部
方
言
区
に
属
す
る
湖
南
省
韮
江
洞
族
自
治
県

で
は

一
九
九
九
年
に
世
界
最
大
の
風
雨
橋
、
龍
津
橋

(二
五
ニ
メ
ー

ト
ル
)
を
竣
工
し
た
。
こ
れ
ら
の
鼓
楼

・
風
雨
橋

は
各
県
の
政
府
が

県

の
中
心
地
や
観
光
ス
ポ

ッ
ト
に
建
設
し
た
、
官
製

の
も
の
で
あ

る
。

五

第
四
期

二
〇
〇
■
一年
以
降
1

三
江
県

は
そ
う
し
た
他
県
の
動
き
に
敏
感

で
あ

っ
た
。
三
江
県
も

他
の
ト
ン
族
居
住
県
を
視
野
に
入
れ
た
観
光

開
発
を
行

っ
て
い
く
。
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三
江
伺
族
自
治
県
で
は
自
治
県
成
立
五
十
周
年
を
記
念
し
て
、
二
〇

〇
二
年

に
世
界
で
最
も
高

い
鼓
楼
と
銘
打

っ
た
三
江
鼓
楼

(
二
七

層
、
四

二
・六
〇

メ
ー
ト
ル
)
を
建
設
し
た
。

こ
の
新
た
な
鼓
楼
に

は
有
料

の
展
望
台
が
設
け
ら
れ
、
県
城
を
眺
望
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
ま
た
鼓
楼
前
に
は
民
族
広
場
と
名
づ
け
ら
れ
た
大
き
な
広
場
が

作
ら
れ
、

観
光
関
連

の
大
規
模

な
イ

ベ
ン
ト
が
開
か
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

こ
の
三
江
新
鼓
楼

の
完
成
に
よ
り
、
従
来
、

一
九
九
二
年

建
設
の
三
江
ト
ン
族
博
物
館
や
旧
三
江
鼓
楼
以
外
の
観
光
資
源
に
乏

し
か
っ
た
県
城
に
新
た
な
観
光

ス
ポ

ッ
ト
が
設
け
ら
れ
た
。

ト
ン
族

が
居
住
す
る
県

の
な
か
で
、
自
県
の
観
光
開
発

に
向
け
て

近
年
最

も
積
極
的
な
動

き
み
せ
て
い
る
の
が
貴
州
省
黎
平
県

で
あ

る
。
飛
行
場
を
誘
致
し
、
二
〇
〇
五
年

=

月
六
日
か
ら
開
業
に
こ

ぎ

つ
け
、
悪
か

っ
た
交
通

の
ア
ク
セ
ス
を
改
善
す
る
こ
と
に
成
功
し

た

[李

・
楊

二
〇
〇
五
]。
黎
平
県
は
近
年
来
、
自
ら
の
県
を

「個

郷
之
都
」

(ト

ン
族
居
住
地
域

の
都
)
と
命
名
し
、
自
県
こ
そ
が
ト

ン
族
居
住
地
域

の
中
心
地

で
あ
る
と
ア
ピ
ー
ル
し
始
め
た
。

一
方
、

三
江
県
は

「桂
林
山
水
甲
天
下
、
伺
族
風
情
看
三
江
」
(桂
林

の
山

水
は
天
下

に
甲
た
り
、
ト

ン
族
風
情

を
み
る
な

ら
三
江

へ
)

を

キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
に
し
て
い
る
。
三
江
県
は
、
国
際
的

に
著
名
な

大
観
光
地

で
あ
る
桂
林

か
ら
わ
ず
か

一
六
〇
キ

ロ
余
り
し
か
離
れ
て

い
な
い
。

こ
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
は
桂
林
を
訪
れ
た
観
光
客
に

三
江
県
に
も
足
を
の
ば

し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
、
三
江
県
政
府

の

願

い
が
込

め
ら
れ
て
い
る
と
解
釈
で
き
よ
う
。

各
省
や
県

の
あ
い
だ

の
観
光
を
め
ぐ
る
競
争
は
、
国
際
的
な
お
墨

付
き
を
得
よ
う
と
す
る
方
向

に
拡
大
す
る
。
民
族
観
光
資
源
の
ブ
ラ

ン
ド
化
競
争
は
、
中
国

の
国
内
外

で
新
た

に
実
施
さ
れ
る
よ
う
に

な

っ
た
文
化
財
政
策
と
あ
い
ま

っ
て
物
質
文

化
か
ら
無
形
文
化
に
ま

で
広
範
囲
に
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
き

っ
か
け
に
な

っ
た
の
が

ユ
ネ

ス
コ
の
世
界
文
化
遺
産
や
無
形
遺
産

へ
の
登
録
申
請
で
あ
る
。
そ
れ

に
登
録
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
自
県

の
も

つ
民
族
文
化
資
源
を
世
界

の
ブ

ラ
ン
ド
に
高
め
よ
う
と
い
う

の
で
あ
る
。
黎
平
県
は
、
ト
ン
族

大
歌

(合
唱
形
式

の
歌
、
た
だ
し
黎
平
県
独
自

の
も
の
で
は
な
い
)

を
無
形
遺
産
に
申
請
し
よ
う
と
準
備
を
進
め
た
。
広
西
壮
族
自
治
区

で
は
、
世
界
遺
産
登
録

へ
の
申
請
を
計
画
し
て
お
り
、
二
〇
〇
四
年

の
時
点
で
は
自
治
区
内

の
三

つ
の
景
区
を
選

ん
で
候
補
と
し
て
い

た
。

そ

の
な
か
に
程
陽
橋

が
含
ま
れ

て
い
た

の
だ

[蒋

二
〇
〇

四
]。

二
〇
〇
七
年
現
在
、
両
者
は
と
も
に
登
録
さ
れ
て
は
い
な
い

が
、
仮
に
登
録

さ
れ
れ
ば
他
県
と

の
差
別
化

を
は
か
る
こ
と
が
で

き
、
観
光
客
誘
致
に
お
い
て
、
お
お
い
に
有
利
と
な
る
と
い
う
目
算

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

目
下
の
と
こ
ろ
ユ
ネ
ス
コ
の
無
形
遺
産

に
ト
ン
族
に
関
す
る
も
の

は

一
件
も
登
録
さ
れ
て
い
な

い
が
、
中
国
の

「国
家
級
非
物
質
文
化

遺
産
保
護
名
録
」

(国
家
無
形
文
化
遺
産
保
護
名
簿
)
に
は
い
く

つ

か
登
録
さ
れ
て
い
る
。
国
務
院
が
二
〇
〇
六

年
五
月

に
公
布
し
た

「第

一
批
国
家
級
非
物
質
文
化
遺
産
保
護
名
録
」
に
は
ト

ン
族

に
関

す
る
も
の
が
六
項
目
含
ま
れ
た

(表
3
)。

指
定
を
受
け
た
県
と
そ
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表3「 第一批国家級非物質文化遺産保護名録」(ト ン族関係のもの)

指定項目 類 別 地 区 申請 した地区

トン族木構建築営造技芸 伝統手工芸 広西 広西壮族 自治区柳州市、三江個族自治県

トン族大歌 民間音楽 広西、貴州 貴州省黎平県

トン族琵琶歌 民間音楽 貴州 貴州省椿江県、黎平県

トン劇 伝統戯劇 貴州 貴州省黎平県

トン族薩焉節 民俗 貴州 貴州省椿江県

灘劇 ・トン族灘劇 伝統戯劇 湖南 湖南省新晃個族 自治県1)

注:1)異 な る地方の異 なる民族 による複数 の劇(武 安灘 劇、池州灘 劇、 トン族灘劇、玩

陵辰州灘劇、徳江灘堂劇)が 灘劇 として一括指定 された。

出所:中 国非物質文化遺産網 ・中国非物質文化遺産数字博物館http:〃www.ihchina.CI　 (2007

年12月 取得)

う
で
な

い
県
の
間
で
観
光
ブ
ラ
ン
ド
の
差
別
化
が
こ
れ
か
ら
進
む
と

予
測
さ
れ
る
。

年
三
回

の
黄
金
週
が
中
国
に
お
い
て
定
着
す
る
に
つ
れ
て
、
多
く

の
観
光
地

で
は
そ
の
時
期
に
あ
わ
せ
て
観
光
関
連

の
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
、
観
光
客
を
引
き
つ
け
よ
う
と
し
始
め
た
。
三
江
県
も
二
〇
〇

>>l年

1
O
月
の
国
慶
黄
金
週
か
ら

「程
陽
橋
文
化
旅
遊
節
」
と
い
う

観
光
イ

ベ
ン
ト
を
創
設
し
た
。
ま
た
や
や
遅
れ
て
春
節
、
五

一
の
黄

金
週

に
も
そ
れ
ぞ
れ
特
別
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す

る
よ
う
に
な

っ

た
。
程
陽
景
区
の
場
合
、
平
常
は
そ
こ
を
訪

れ
る
観
光
客
は
そ
れ
ほ

ど
多
く
な

い
。
年
三
回
の
黄
金
週
に
い
か
に
多
く

の
国
内
観
光
客
を

獲
得
す
る
か
、
そ
れ
は
景
区
の
経
営
に
お
い
て
き
わ
め
て
重
要
な
の

で
あ
る
。

程
陽
景
区

に
お
け
る
二
〇
〇
七
年
の
三

つ
の
黄
金
週
イ
ベ
ン
ト
を

パフ
　

簡
単

に
紹
介
し
よ
う
。
春
節
黄
金
週

に
は

「走
進
神
奇
的
程
陽
八

塞
」
と
題
し
た
二
〇
〇
七
年
春
節
旅
遊
活
動

が
、
大
晦
日
か
ら
正
月

六
日
に
か
け
て
七
日
間
行
わ
れ
た
。
結
婚
に
関
す
る
習
俗
と

「花
炮

節
」
を
中
心
に
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
組
ま
れ
て
い
る
。
程
陽

一
帯

の
ト

ン

族
は
旧
正
月
の
期
間
に
集
中
的
に
結
婚
す
る
。
そ
れ
を
観
光
イ
ベ
ン

ト
に
と
り

こ
ん
だ
の
だ
。
具
体
的
に
は
、
正

月

「初

1
J

(
1
日
)

は
新
婦
が
集
落
の
井
戸
で
水
汲
み
を
す
る
。

「初
二
」
(二
日
)
に
は

新
郎
の
家

で
婚
礼
の
宴
会
が
行
わ
れ
る
。

「初

三
」
(三
日
)
に
は
新

婦
が
親
戚
ら
と
と
も
に
列
を
組
ん
で
実
家
に
戻
り
、
実
家

で
宴
会
が

行
わ
れ
る
。
そ
れ
ら
を
観
光
客
が
見
物
し
た
り
、
宴
会
に
参
加
し
た
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り
す
る

の
で
あ
る
。
花
炮
節
は
、
火
薬
で
う
ち
あ
げ
た
花
炮
と
よ
ば

れ
る
玉
を
周
辺
の
村
の
若
者
た
ち
が
奪

い
合
う
行
事
で
あ
り
、
観
光

客
は
そ

の
様
子
を
見
物
す
る
。
玉
を
獲
得
し
た
男

の
村
で
は
、
そ
れ

を
記
念

し

て
村
で
宴
会
を
行
う
。
そ
の
宴
会

に
観
光
客
も
参
加
す
る

の
で
あ

る
。
以
上
は
年
中
行
事

の
観
光
イ
ベ
ン
ト
化
と

い
え
よ
う
。

五

一
黄
金
週
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
馬
鞍
鼓
楼
前
広
場
で
ふ
だ
ん
は
午

前
と
午

後

の

一
日
二
回
行

っ
て
い
る
ト
ン
族

の
歌
や
芦
笙
、
踊
り
の

シ

ョ
ー

を
軸

に
、
そ
れ
ら
の
合
間
に
餅

つ
き
、
糸

つ
む
ぎ
、
機
織

り
、
布

の
砧
う
ち
の
実
演
、
ま
た
夜
に
は
ト
ン
族

の
民
間
芸
能
な
ど

若
干

の
特
別
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
春
節
、
国

慶
黄
金

週

の
イ
ベ
ン
ト

に
比

べ
る
と
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
種
類
は
少
な

い
。

こ
こ
で
注
目
し
た

い
の
は
ト

ン
族

の
女
性

が
日
常
行

っ
て
い
る

手
作
業

で
あ
る
糸

つ
む
ぎ
、
機
織
り
、
布

の
砧

う
ち
が
、
観
光
客
向

け
に
実

演
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
う
し
た
も
の
を
わ
ざ
わ
ざ

観
光
客

の
ま
え
で
演
じ
て
み
せ
る
よ
う
に
仕
組
ん
だ
こ
と
は
き
わ
め

て
重
要

で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
伝
統
的
な
道
具
を
使

い
、
手
仕
事

で

行
う
糸

つ
む
ぎ
、
機
織
な
ど
に
関
し
て
、
地
元
の
人
は
遅
れ
た
習
慣

だ
と
自

虐
的
に
語
る
こ
と
が
多

い
か
ら
で
あ
る

[兼
重

二
〇
〇
五

a

二
二
四
二
]
。

ト
ゥ
オ
イ
エ

最
も
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
多
彩
な

の
は

「多

耶

国
慶
節

程
陽
橋
文

化
旅
遊

節
」

と
銘
打

っ
た
国
慶

黄
金
週

の
イ

ベ

ン
ト
で
あ
る
。

キ
ャ
ッ
チ

・
フ
レ
ー
ズ
に
使
わ
れ
た

「多
耶
」
と
は
、
人
々
が
手
を

つ
な
い
で
列
や
輪
を
作

り
、
手
や
足
を
動
か
し
な
が
ら
、
リ
ー
ド
す

る

一
人

の
歌
声
に
唱
和
す
る
地
元
ト
ン
族

の
民
間
芸
能
の
ひ
と

つ
で

あ
る
。

こ
れ
は
二
〇
〇
七
年
に
第
四
回
目
を
迎
え
た
、
三
江
県
あ
げ

て
の
観
光
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。
毎
回
三
江
県
城
と
程
陽
景
区

の
二
か

所
を
中
心
に
行
わ
れ
て
き
た
が
、
年
に
よ

っ
て
は
独
桐
郷

(二
〇
〇

四
年
)
や
良

口
郷

の
和
里
三
王
宮

(二
〇
〇
七
年
)
な
ど
で
も
イ
ベ

ン
ト
が
行
わ
れ
た
。

こ
こ
で
は
程
陽
景
区

に
限
定
し
て
紹
介
し
よ

う
。
程
陽
景
区
で
は
ト
ン
族
の
民
族
芸
能
の
ほ
か
に
、
結
婚
に
関
す

る
イ
ベ
ン
ト
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
地
元
の
文
脈
か
ら
す
る
と
こ
の

時
期
の
結
婚
関
連
行
事
は
季
節
は
ず
れ
な
も

の
で
あ
る
。
国
慶
黄
金

週

の
イ
ベ
ン
ト
で
特
徴
的
な
の
は
、
五

一
黄
金
週
よ
り
も

っ
と
多
く

の
地
元
の
日
常
生
活
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
の
作
業
が
観
光
イ
ベ
ン
ト

化
さ
れ
て
い
る

こ
と
だ
。
例
え
ば
、
養
魚

池

の
水
ぬ
き
、
糸

つ
む

ぎ
、
機
織
り
、
縄
な

い
、
石
臼
ひ
き
、
竹
籠

あ
み
、
餅

つ
き

で
あ

る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の

一
部
に
観
光
客
が
参
加
で
き
る
よ
う
に
工

夫
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
魚
捕
獲
競
争
、

石
臼
ひ
き
競
争
、
竹
籠

あ
み
競
争
な
ど
で
あ
る
。

ま
た
、
か
ぼ
ち
ゃ
投
げ
合
戦
も
観
光
イ
ベ

ン
ト
化
さ
れ
て
い
る
。

か
ぼ
ち
ゃ
投
げ
合
戦
は
旧
暦
八
月

一
五
日
に
程
陽
付
近

の
い
く

つ
か

の
村
に
限
定
し
て
行
わ
れ
て
い
た
年
中
行
事

で
あ
る
が
、
国
慶
黄
金

週
の
さ
い
に
観
光
客
と
地
元

の
人
々
が

一
緒

に
行
う
も
の
に
ア
レ
ン

ジ
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
黄
金
週

の
イ
ベ
ン
ト
は
、
地
元

で
そ
の
時
期
あ
る
い
は

前
後
に
行
わ
れ
る
年
中
行
事
や
日
常
生
活
の
作
業
を
観
光
資
源
と
し
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て
活
用
す

る
た
め
に
、
そ
れ
を
観
光
イ
ベ
ン
ト
に
し
た
て
、
そ
れ
ら

の

一
部

に
観
光
客
が
参
加
で
き

る
よ
う
な
工
夫
を
こ
ら
し
て
い
る
こ

と
に
特
徴

が
あ
る
。
た
だ
し
、

こ
の
企
画
を
立
案

し
た
の
は
地
元
の

村
人
で
は
な

い
と
考
え
ら
れ
る
。

年
中
行
事

の
観
光
イ
ベ
ン
ト
化
は
地
元

の
年
中
行
事

の
日
取
り
に

影
響

を
与

え

る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。
黄
金
週

に
あ
わ
せ
る
た
め

に
、
地
元

の
年
中
行
事
の
日
に
ち
を
動
か
す
現
象
が
み
ら
れ
る
。
例

え
ば
、
程
陽

で
は
従
来
旧
暦
の

「正
月
初
七
」

に
花
炮
節
が
行
わ
れ

バ　
　

て
い
た
が
、
そ
れ
を
二
〇
〇
七
年
に
は
二
日
前
だ
お
し
し
て
行
う

こ

と
に
し
た
。
そ

の
要
因
は
ふ
た

つ
考
え
ら
れ
る
。
ひ
と
つ
に
は

「初

七
」
は
黄
金
週

の
最
終
日
に
あ
た
り
、
遠
方
か
ら
の
観
光
客
は
す
で

に
家
路
に

つ
い
て
し
ま
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
も
う
ひ
と

つ
は
地

元

の
若
者

た
ち
も
多
く
が
出
稼
ぎ
先

に
戻

っ
て
し
ま

っ
て
お
り
、
玉

を
奪

い
合

う
若

い
男
た
ち
の
確
保
が
難
し
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。

地
元
の
年
中
行
事
を
観
光
に
利
用
し
よ
う
と
い
う
動
き
は
最
近
さ

ら
に
進
ん

で
い
る
。
二
〇
〇
七
年

一
二
月
、
程
陽
景
区
で
は

「程
陽

八
塞
冬
至

節
」
と
い
う
新
た
な
観
光
イ
ベ
ン
ト
が
創
設
さ
れ
た
。

こ

れ
は
、
程
陽
八
塞

の
楊
姓
住
民
が
旧
暦
の

一
〇
月
末
か
ら

=

月

の

初
旬

(西
暦

の

一
二
月
前
後
)
に
か
け
て
行
う
、

「冬
節
」
と

い
う

年
中
行
事
を
観
光
イ
ベ
ン
ト
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
冬
節
に
は
、
地

元
の
楊
姓

の
人
々
は
祖
先
を
祀
り
、
各
家

で
ご
ち
そ
う
を
作
る
。
楊

姓
以
外

の
老
若
男
女
は
楊
姓
の
人
々
の
家
を
訪
れ
て
ご
ち
そ
う
を
食

べ
、
男
た

ち
は
酒
を
酌
み
交
わ
し
て
宴
会
を
行
う
。
観
光
客
は
楊
姓

の
祖
先
祭
祀
の
様
子
を
参
観
す
る
の
み
な
ら
ず
、
食
事
や
宴
会

に
も

参
加
で
き
る
と
い
う
の
が
、
こ
の
イ

ベ
ン
ト

の

「売
り
」
で
あ
る
。

そ
の
他
に
も
地
元

の
人
々
に
よ
る
芸
能

の
鑑
賞
な
ど
の
プ

ロ
グ

ラ
ム

も
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
五
日
間
行
わ
れ
た
。

近
年
、
三
江
県
で
は
程
陽
景
区

の
上
流

の
村
々
に
も
観
光

ス
ポ

ッ

ト
を
新
設
す
る
方
針

で
観
光
開
発
を
進
め
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。

一
般
に
程
陽
橋

へ
の
観
光
客
は
、
三
江
県
の
県
城

で
あ
る
古
宜
を
起

点
と
し
て
林
渓
川
を
下
流
か
ら
上

っ
て
い
く
。
大
部
分
の
観
光
客
は

程
陽
橋
と
そ
の
近
辺
の
い
く

つ
か
の
村
を
散
策
し
た
だ
け
で
帰

っ
て

し
ま
う
。
程
陽
八
塞

の
う
ち
、
程
陽
橋
か
ら
比
較
的
遠

い
平
坦
、
吉

昌
、
坪
鋪

の
各
塞
ま
で
足
を
の
ば
す
観
光
客

は
少
な
い
。
さ
ら
に
程

陽
八
塞
よ
り
上
流

の
村
々
ま
で
足
を
の
ば
す
観
光
客
は
ご
く
少
数

で

あ
る
。
先

に
述
べ
た
よ
う
に
、
程
陽
は
林
渓

川
沿
い
の
ト
ン
族
居
住

エ
リ
ア
の
最
も
下
流
に
位
置
す
る
。
ト

ン
族

の
村
々
が
数
多
く
存
在

す
る
の
は
程
陽
橋
よ
り
上
流
な
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
上
流

の
村
々
は

永
ら
く
観
光

コ
ー
ス
か
ら
は
外
れ
て
い
た
。

し
か
し
二
〇
〇
四
年
ご
ろ
か
ら
、
程
陽
八
塞

よ
り
上
流

の
村
々
に

も
徐
々
に
で
は
あ
る
が
観
光

コ
ー
ス
が
拡
大
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て

き
た
。
そ
れ
に
は
行
政
側

の
お
膳
立
て
が
あ

っ
た
。
程
陽
橋
か
ら
約

六
キ
ロ
上
流
に
位
置
す
る
冠
小
塞
は
、
二
〇
〇
四
年

一
二
月

一
日
に

三
江
伺
族
自
治
県

の
第

一
回

「十
佳
生
態
文
化
村
」

(
一
〇
の
す
ぐ

れ
た
生
態
文
化
村
)
に
指
定
さ
れ
た
。
ま
た

「民
俗
風
情
接
待
点
」

に
も
指
定
さ
れ
、
二
〇
〇
五
年

一
〇
月
の
国
慶
節
か
ら
団
体
観
光
客
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を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
村
落
空
間
を
変
え
る
プ
ラ

ン
が

立
て
ら
れ
た
。
大
勢
の
観
光
客
を
迎
え
る
に
は
従
来
の
鼓
楼
前
の
広

場
で
は
手
狭
と
判
断
さ
れ
、
政
府
が
資
金
を
投
入
し
、
も
と
も
と
菜

園
だ

っ
た
集
落

の
丘
の
う
え
に
鼓
楼
と
舞
台
を
移
築
し
、
両
者
の
あ

い
だ
に
大
き
な
広
場
を
造

っ
た
。
舞
台
と
広
場

で
は
観
光
客
相
手
の

パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
が
行

わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
観
光
客
向
け
の
ト

イ
レ
や
ゴ
ミ
箱
も
新
た
に
設
置
さ
れ
た
。
冠
小
塞
観
光
の

「売
り
」

は
、
観
光
客
を
も
て
な
す
大
宴
会

「百
家
宴
」

で
あ
る
。
ホ
ス
ト
と

な
る
村

の
人
々
は
家
か
ら
テ
ー
ブ
ル
を
持

っ
て
き
て
広
場
に
置
く
。

そ
れ
ら
数
十

の
テ
ー
ブ

ル
の
上
に
は
、
各
家
か
ら
持
ち
寄
ら
れ
た
お

こ
わ
、
お
か
ず
、
そ
し
て
酒
が
並
べ
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
大
規
模
な

宴
会
に
、
近
年
、
漢
語

で

「百
家
宴
」
と

い
う
名
称
が
つ
け
ら
れ
、

観
光
客
に
向
け
て
宣
伝

さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

以
上
の
観
光
プ
ラ
ン
も
地
元
の
村
人
自
ら
が
立
て
た
も
の
で
は
な

い
と
考
え
ら
れ
る
。
冠
小
塞

は
観
光
業

の
た
め
に
村
の
生
活
空
間
を

変
え
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
及
ぼ
し
た
影
響
に

つ
い

て
は
、
ま
た
後
ほ
ど
触

れ
る
こ
と
に
し
た

い
。

次
に
、

三
江
県
全
体

の
観
光
状
況
に
話
題
を
移
そ
ヶ
。
現
在
、
三

江
県
に

は
八

つ
の
景
区

が
作
ら
れ

て
い
る
。
程
陽
景
区
、
八
江
景

区
、
孟
江

景
区
、
県
城

景
区
、
闘
江
景
区
、
老
量
景
区
、
丹
州
景

区
、
溶
江
景
区
で
あ
る

[三
江
個
族
自
治
県
国
土
資
源
局

・
三
江
個

族
自
治
県
地
方
誌
弁
公
室
編

二
〇
〇
六

"
二

一
二
]
。
こ
れ
ら
の
景

区
の
う
ち

い
く

つ
か
を

ま
と
め
て
旅
遊
区
に
し
よ
う
と
す
る
動
き
が

で
て
い
る
。
三
江
県
は
専
門
家
に

「三
江
伺
族
自
治
県
旅
遊
発
展
総

体
規
劃
」
と

「程
陽
八
塞
保
護
与
発
展
建
設
規
劃
」

の
作
成
を
依
頼

し
た
。
そ

の
結
果
、
県
城
を
中
心
と
し
て
、
北
部
に
は

「程
陽
橋
個

族
文
化
風
情
旅
遊
区
」
、
西
部

に
は

「孟
江
個
族
生
態
博
物
館
旅
遊

区
」
、
南
部

に
は

「融
江
夜
郎
文
化
及
生
態
休
閑
旅
遊
区
」、
東
部
に

は

「丹
洲
生
態
農
業
観
光
休
閑
旅
遊
区
」
と

「高
基
生
態
漂
流
旅
遊

区
」
と
い
う
構
造
が
作
ら
れ
た
。
三
江
県
は
、
程
陽
景
区
に

「多
耶

程
陽
橋
国
際
個
族
文
化
旅
遊
節
」
と
い
う
節
句
活
動

の
核
を
作
り
、

そ
れ
に
全
県
の

一
五

の
郷
と
鎮
で
行
わ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
節
句
の
活

動
を
組

み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、

「多

耶
国
慶
節

程
陽
橋
文

化
旅
遊
節
」
を
近

い
将
来

に
は
国
際
的
な
観
光
イ
ベ
ン
ト
に
高

め
る

こ
と
も
視
野
に
い
れ
て
、
節
句
を
中
心
と
し

た
観
光
ア
イ
テ
ム
を
創

る
計
画
で
あ
る

[
三
江

二
〇
〇
七
]。
ま
た
、
資
金
の
調
達

の
め
ど

も

つ
い
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
「三
江
伺
族
自

治
県
旅
遊
発
展
総
体

規
劃
」
で
は
、
総
投
資
額

一
七
億
人
民
元
、

二
〇

一
〇
年
に
い
た
る

ま
で
に
、
県
全
体
の
景
区
が
接
待
す
る
観
光
客
の
数
は
延

べ
約
五
〇

万
人
、
観
光
収
入
は

一
億
人
民
元
近
く
が
見
込
ま
れ
て
い
る
と
い
う

[楊

・
孟

二
〇
〇
七
]
。

三
江
県
は
柳
州
市
に
所
属
す
る
。
そ
の
た
め
、
三
江
県
の
観
光
事

業
は
柳
州
市

の
観
光
主
管
部
門
に
よ

っ
て
、

「風
情
柳
州
」
観
光
発

展
計
画

の
う
ち
の
ひ
と

つ
に
組
み
込
ま
れ
て

い
る

[楊

・
孟

二
〇

〇
七
]。

以
上
み
た
よ
う
に
、
第
四
期
に
い
た

っ
て
程
陽
観
光
は
初
期
と
比
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べ
て
観
光
圏

の
広
域
化
と
構
造
化
、
観
光
内
容

の
多
様
化
が
は
か
ら

れ
た
。
特

に
重
要
な
の
は
、
物
質
文
化
中
心
型
か
ら
非
物
質
文
化
重

視
型
、
鑑
賞
型
か
ら
参
与
型
、
通
過
型
か
ら
滞
在
型

へ
の
変
化
で
あ

る
。

六

地
元
民
の
対
応

以
上
、
程
陽
景
区
が
初
期
の
観
光
化

の
段
階
か
ら
、
観
光
の
産
業

化

の
萌
芽

期
を

へ
て
、
本
格
的
な
始
動
期
に
向
か

っ
て
い
く
過
程
を

粗
描
し
た
。
次
に
二
つ
目
の
課
題

に
進
も
う
。
観
光
の
産
業
化
は
地

元

の
人

々
に
ど
の
よ
う
な
影
響

を
も
た
ら
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う

か
。
ま
た
地
元
民
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

筆
者
が
現
地
で
行

っ
た
フ
ィ
ー

ル
ド

ワ
ー
ク
で
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
を

も
と
に
、

こ
れ
ら
の
問

い
に
答
え
て
み
た
い
。

ま
ず
は
経
済
的
な
側
面
か
ら
述

べ
て
み
よ
う
。
景
区
内

で
は
、
観

光
客
が
最
も
多
い
程
陽
橋
付
近
を
中
心
に
、
観
光
客
向
け
の
食
堂
お

よ
び
商
店
、
土
産
物
屋
が
数
軒
開
業
し
て
い
る
。
土
産
物
屋
は
無
店

舗

の
も

の
が
多

い
。

こ
れ
ら
は
地
元
民
が
開

い
て
い
る
も

の
が
多

い
。
無
店
舗
の
土
産
物
屋
は
程
陽
橋
と
そ
の
少
し
上
流
に
架
か

っ
て

い
る
合
龍
橋
の
中
で
数
人
の
ト
ン
族

の
婦
人
た
ち
が
開
い
て
い
る
も

の
で
、
橋

の
通
路

の
傍
ら
に
刺
繍

や
民
族
衣
装
、
袋
物

の
類
を
並
べ

て
販
売
し
て
い
る
。
近
年
は
個
人
営
業

の
ゲ

ス
ト

ハ
ゥ
ス
や
民
宿

が

数
軒
開
業

し
て
い
る
。
大
部
分

は
現
地

の
人
が
開
い
て
い
る
も
の
で

あ
る
が
、
二
〇
〇
六
年
ご
ろ
、
外
地
か
ら
来

た
人
が
二
軒

の
ゲ
ス
ト

ハ
ウ
ス
を
開
業
し
た
。
地
元
民
に
よ
る
経
済
活
動
の
規
模
は

一
般
に

零
細

で
あ
る
。
ま
た
彼
ら
は
観
光
関
連
の
商
売
を
行
う
資
本
と
ノ
ウ

ハ
ウ
、
ま
た
外
国
語
能
力
を
持
ち
あ
わ
せ
て

い
な
い
場
合
が
多

い
。

二
〇
〇
七
年
九
月

の
時
点
で
程
陽
景
区

の
入
場
料

は
大
人
三
〇

元
、
学
生
と
子
供

一
五
元
で
あ

っ
た
。
こ
の
入
場
料
を
払
え
ば
、
観

光
客
は
程
陽
景
区
内

の
ど
の
鼓
楼
や
風
雨
橋

も
無
料

で
参
観
で
き
る

こ
と
に
な

っ
て
い
る
。
ま
た
切
符
売
り
場

の
横
に
あ
る

「個
家
油
茶

嘗
処
」
と

い
う
看
板
の
か
か
っ
た
木
造

の
建

物
の
中

で
は
、
三
〇
元

の
参
観
券
を
提
示
す
れ
ば
無
料

で
、

一
五
元

の
券

の
場
合
は
別

に

一

元
を
支
払
え
ば
、
ト
ン
族
の
油
茶
を
二
杯
味

わ
う
こ
と
が
で
き
る
。

油
茶

は
甘

い
味
と
苦
い
味
の
二
種
類
が
用
意

さ
れ
て
い
る
。
油
茶
と

は
、
モ
チ
ゴ
メ
を
は
じ
け
さ
せ
た
も
の
な
ど

に
具
を
加
え
、
植
物
油

を
配
合
し
た
液
体
を
注
い
で
食

べ
る
食
品
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
毎
日

午
前
と
午
後

の
二
回
、
馬
鞍
鼓
楼
前
広
場
に
て
約
三
〇
分
間
行
わ
れ

る
ト
ン
族

の
民
族
風
情
表
演
を
、
無
料

で
参

観
す
る
こ
と
が

で
き

る
。
こ
の
シ
ョ
ー
を
行

っ
て
い
る
の
は
程
陽

八
塞

の
青
年
た
ち
で
、

一
人
当
た
り
の
月
給
は
五
百
元
前
後
だ
と
い
う
。
景
区

の
な
か
の
観

光
関
連

の
施
設
に
は
地
元

の
村
人
た
ち
が
雇

用
さ
れ
て
い
る
。
地
元

民
の
な
か
で
観
光
関
連

の
施
設
に
雇
用
さ
れ
た
り
、
観
光
客
相
手

の

商
売
を
し
た
り
し
て
い
る
人
は
ご
く
少
数
で
あ
る
。

そ
れ
以
外
の
大
多
数

の
村
人
に
と

っ
て
観

光
は
ど
れ
く
ら

い
の
収

入
を
も
た
ら
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
現
地
で
聞
き
取
り
を
行

っ
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た
と
こ
ろ
、
観
光

に
よ
る
収
益
が
地
元
の
人
々
に
十
分
に
還
元
さ
れ

て
い
な

い
と

い
う
不
満

の
声
を
耳

に
し
た
。
程
陽
景
区
参
観
料
収
入

の
程
陽
八
塞

の
人
た
ち

へ
の
分
配

に
問
題
が
あ
る
よ
う
だ
。
複
数

の

人
々
の
話

に
よ
る
と
、
二
〇
〇
六
年
ま
で
程
陽
八
塞

に
参
観
料
収
入

は
分
配
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
地
元
の
人
々
が
意
見

し
た
結
果
、
二
〇
〇
六
年

の
景
区
入
場
料
の
売
り
上
げ
の

一
部
が
、

よ
う
や
く

二
〇
〇
七
年
八
月
に
程
陽
八
塞
の
各
村
に
分
配
さ
れ
る
こ

と
に
な

っ
た
と

い
う
。
分
配
額
は
村
ご
と
に
異
な
り
、
ま
た
分
配
金

の
処
理
方

法
は
各
村

の
裁
量
に
任
さ
れ
た
。
東
築

の
場
合
は
二
〇
〇

〇
元
の
分
配
金
を
得
た
が
、
村
人

に
は
再
分
配
せ
ず

に
山

へ
行
く
た

め
の
道
路
補
修
費
用
に
充
て
た
。
馬
鞍
塞
の
場
合
は
四
八
〇
〇
元
の

分
配
金
を
世
帯
単
位

で
均
等
に
再
分
配
す
る
こ
と
に
し
た
。
馬
鞍
塞

に
は

一
七
〇
世
帯
あ
る
た
め
、

一
世
帯
当
た
り
の
分
配
額
は
二
八
・

二
元
と
な
り
、
皮
肉
な

こ
と
に
景
区
の
大
人
の
参
観
料
三
〇
元
に
も

満
た
な
か

っ
た
。

程
陽
景

区
に
お
け

る
観
光

の
産
業
化

の
流
れ
に
対
す
る
地
元

の

人
々
の
対
応
に

つ
い
て
、
よ
り
詳
し
く
検
討
を
加
え
て
お
こ
う
。
程

陽
景
区
の
場
合
、
程
陽
橋
を
中
心
と
し
た
木
造

の
公
共
建
築
物
が
主

要
な
観
光
資
源
で
あ

る
。
そ
こ
で
、
木
造
公
共
建
築
物

に
か
か
わ
る

事
項
に
焦
点
を
絞
り
、
三

つ
の
事
例
を
紹
介
す
る
。

〔事
例

1
〕

程
陽
橋

の
傍
ら
に
あ
る
馬
鞍
塞
で
は
、

一
九
九
七
年

ご
ろ
か
ら
観
光
客

に
馬
鞍
鼓
楼
修
理
の
た
め
の
寄
付
金
を
募
り
始
め

た
。
馬
鞍
鼓
楼
の
な
か
の
大
柱

に
は
帳
面
が
吊
る
さ
れ
て
お
り
、
係

り

の
村
人

(年
配

の
男
性
)
は
鼓
楼
を
参
観

す
る
観
光
客
に
鼓
楼
修

理

の
た
め
の
寄
付
を
よ
び
か
け
る
。
寄
付

は
強
制

で
は
な
く
、
あ
く

ま

で
任
意
で
あ
る
。
で
き
れ
ば

一
人
当
た
り

一
〇
元
以
上

の
寄
付

を
、
と
よ
び
か
け

て
い
る
。
寄
付
し

て
く
れ
た
観
光
客

に
は
、
氏

名
、
居
住
地

(外
国
人
の
場
合
は
国
名
)
と
寄
付
金
額
を
そ

の
帳
面

に
書

い
て
も
ら
う
。
後
に
そ
の
帳
面
に
書
か
れ
た
事
項
を
石
碑
に
刻

み
、
鼓
楼

の
内
外
に
据
え
る
と

い
う
の
で
あ

る
。
鼓
楼
内
外
に
は
す

で
に
十
数
枚

の
石
碑
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
合
龍
橋
と
普
済

橋
と

い
う
風
雨
橋
に
お
い
て
は
、

一
〇
元
以
上
寄
付
し
た
場
合
に
は

寄
付
者

の
氏
名
、
居
住
地
、
寄
付
金
額
を
石
碑

に
刻
み
、

一
〇
元
未

満
の
場
合
は
木

の
板
に
書
く
と
い
う
よ
う
に
、
寄
付
額

の
多
寡
に
応

じ
て
扱

い
に
差
を

つ
け
て
い
る
。

こ
れ
は

一
人
当
た
り
の
寄
付
金
額

を
増
や
す
た
め
の
工
夫
で
あ
る
。

最
初
は
馬
鞍
鼓
楼
の
み
で
行
わ
れ
て
い
た
観
光
客

へ
の
募
金
活
動

は
、
程
陽
八
塞

の
風
雨
橋
と
鼓
楼
の
大
部
分

に
波
及
し
、
現
在
に
い

た

っ
て
い
る
。
ま
た
外
国
人
観
光
客
も
夕

ー
ゲ

ッ
ト
に
さ
れ
て
お

り
、
募
金
の
呼
び
か
け
の
文
言
が
中
国
語
だ

け
で
な
く
英
文

で
書
か

れ
て
い
る
場
合
も
多

い
。
国
内
観
光
客

の
名
前
に
混
じ

っ
て
欧
米
か

ら
の
観
光
客
の
寄
付
者

の
名
前
が
横
文
字

で
刻
ま
れ
て
い
る
。

本
来
地
元
で
は
、
風
雨
橋
や
鼓
楼
の
建
設
や
修
理
に
対
す
る
寄
付

に
は
、
功
徳
を
積
む
と
い
う
意
味
、
あ
る
い
は
村
と
村

の
あ

い
だ
で

協
力
し
あ
う
こ
と
に
よ
り
互

い
の
友
好
関
係

を
構
築
す
る
と

い
う
意

igo



味
が
あ
る
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一
般
に
地
元

の
人
々
を
対
象
と
し
た
募
金
活
動
は
期
間
限
定

で
行
わ
れ
る
。
し
か

し
、
観
光
客
に
対
す
る
募
金
活
動

の
最
も
顕
著
な
特
徴
は
、
鼓
楼
や

風
雨
橋
に

一
人
あ
る
い
は
二
人

の
係
員
の
村
人
が
詰
め
て
お
り
、
恒

常
的
に
行

わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
寄
付
額

の
う
ち
二
割
は
報
酬

(手
間
賃

)
と
し
て
係
員

に
分
配
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
、
特

に
尋
ね
な

い
限
り
寄
付
者
に
は
知
ら
さ
れ
な

い
。

観
光
客

は
寄
付
に
応
じ
る
人
と
そ
う
で
な

い
人
に
分
か
れ
る
。
な

か
に
は
不
快

に
思
う
人
も
い
る
。
三
〇
元

(子
供
と
学
生
は
半
額
)

の
切
符
を
買

っ
て
景
区
に
入
場
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
行
く
先
々

の
鼓
楼
や
風
雨
橋

で
待
ち
構
え
て
い
る
村
人
か
ら
繰
り
返
し
寄
付
を

求
め
ら
れ
、
気
分
を
害
し
た
と

い
う
日
本
人
観
光
客

の
声
を
耳
に
し

た
。寄

付
し
た
観
光
客
の
ほ
と
ん
ど
は
二
度
と
現
地
を
訪
れ
る
こ
と
は

な
い
た
め
、
自
分

の
名
前
が
石
碑
や
木
の
板
に
刻
ま
れ
た
ど
う
か
を

確
か
め

る
機
会
は
な

い
。
そ
れ
を
知

っ
て
か
、
程
陽
八
塞
の
某
村
の

風
雨
橋

に
観
光
客
が
よ
せ
た
寄
付
金
の

一
部
を
係
員
の
男
が
着
服
す

る
と
い
う
事
件
が
起

こ
っ
た
。
現
地
を
再
び
訪
れ
た
観
光
客
が
、
自

分
の
名
が
記
さ
れ
て
い
な
い
旨
を
指
摘
し
た

こ
と
か
ら
、
そ
の
男

の

不
正
が
発
覚
し
た
。

観
光
客
か
ら
の
寄
付
が
比
較
的
多

い
の
は
程
陽
橋
に
近

い
馬
鞍

塞
、
平
塞
、
岩
塞
、
大
塞

の
鼓
楼
と
風
雨
橋
で
あ
る

(た
だ
し
東
塞

鼓
楼
と
平
塞
鼓
楼
で
は
観
光
客

へ
の
募
金
活
動
は
行

っ
て
い
な

い
)。

程
陽
橋
か
ら
比
較
的
遠
い
坪
坦
、
吉
昌
、
坪
鋪
の
各
塞

の
鼓
楼
は
と

も
に
観
光
客
に
対
す
る
募
金
活
動
を
始
め
た
が
、
各
村
ま
で
足
を

の

ば
す
観
光
客
の
数
が
非
常
に
少
な
い
た
め
、
吉
昌
、
坪
鋪

で
は
現
在

そ
れ
を
や
め
て
し
ま

っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

に
程
陽
八
塞

の
な
か
で

も
程
陽
橋
か
ら
遠

い
村
々
は
観
光
客
か
ら
の
寄
付
金
獲
得
に
お
い
て

き
わ
め
て
不
利
で
あ
る
。

次
に
紹
介
す
る
の
は
、
観
光
を
意
識
し
て
鼓
楼

の
建
設
儀
礼

の
日

取
り
を
選
定
し
た
事
例
で
あ
る
。

〔事
例
2
〕

程
陽
八
塞

の
岩
塞
で
は
二
〇
〇
六
年

に
新
た
な
鼓
楼

を
建
設
し
た
。
鼓
楼
は

一
五
層
、
高
さ
二
三
メ
ー
ト
ル
、
面
積
三
〇

〇
平
方
メ
ー
ト
ル
の
巨
大
な
も
の
で
あ
る
。
建
設
費
用
四
〇
万
元
の

う
ち
二
五
万
元
を
岩
塞

の
人
々
が
出
し
あ

っ
て
自
発
的

に
建
設
し

た
。
観
光

の
項
目
を
増
や
す
こ
と
と
、
観
光
文
化
活
動
を
豊
富

に
す

ム
　
　

る
こ
と
を
意
識
し
た
も
の
で
も
あ

っ
た
。

重
要
な
の
は
、
岩
塞
新
鼓
楼

の
建
築
儀
礼
が
五

一
と
国
慶
節
の
黄

金
週
に
あ
わ
せ
て
挙
行
さ
れ
た

こ
と
で
あ
る
。
地
元
で
は
鼓
楼
や
風

雨
橋
な
ど
の
公
共
建
築
物
を
建
設
す
る
際

に
は
、
柱

た
て
、
棟
上

げ
、
竣
工
の
と
き
に
儀
礼
を
行
う
。
こ
の
鼓
楼
の
棟
上
げ

の
儀
礼
は

五
月
五
日

(旧
暦
四
月
初
八
)
に
、
竣
工
記
念
式
典
は

一
〇
月
三
日

(旧
暦
八
月

一
二
日
)
に
行
わ
れ
た
。
そ
れ

は
観
光
客
に
、
滅
多
に

み
る
こ
と
が
で
き
な
い
建
築
儀
礼
や
そ
れ
に
付
随
す
る
地
元

の
ハ
レ

の
日
の
活
動
に
参
観
す
る
機
会
を
与
え
、
黄
金
週

の
観
光
イ
ベ
ン
ト

民族観光の産業化 と地元民の対応ISI



に
彩
り
を
そ
え
よ
う
と
い
う
主
旨
に
よ
る
も
の
だ

っ
た
と
い
う
解
釈

が
な
り
た

つ
か
も
し
れ
な

い
。

し
か
し
、
そ
う
し
た
解
釈
だ
け
で
は
不
十
分

で
あ
ろ
う
。
地
元

の

習
慣
で
は
、
鼓
楼

の
棟
上
げ

の
儀
礼
や
竣
工
記
念
式
典

の
際
に
、
鼓

楼
を
建
て
る
村
が
近
隣
の
村
々
を
招
待
す
る
こ
と
が
よ
く
あ
る
。
招

待
さ
れ
た
村

の
人
々
は
寄
付
金
を
持
参
す
る
の
が
普
通

で
あ
る
。
儀

礼
終
了
後

に
ホ
ス
ト
の
村
は
ゲ

ス
ト
の
人
々
を
招

い
て
大
規
模
な
宴

会

(百
家
宴
)
を
行
う
。
そ
れ
は
屋
外
で
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

筆
者
が
参
加
し
た
五
月
五
日
当
日
は
、
外
国
人
を
含
む
観
光
客
が
数

多
く
現
場

を
訪
れ
、
儀
礼
を
参
観
し
、
写
真
や
ビ
デ
オ
を
撮
影
し

た
。
儀
礼
終
了
後
に
鼓
楼
周
辺

の
屋
外
で
開
か
れ
た
百
家
宴

に
は
、

観
光
客
も
地
元
の
人
々
と
と
も
に
参
加
し
た
。

こ
こ
で
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
観
光
客
が
建
築
儀
礼
お
よ

び
百
家
宴

に
参
加
す

る
に
は
条
件
が

つ
け
ら
れ
て
い
た
こ
と

で
あ

る
。
鼓
楼

に
寄
付
金
を
出
す
か
、
建
設
現
場

へ
の
入
場
料
二
〇
元
を

支
払
う
か

で
あ

っ
た
。
鼓
楼

の
建
設
現
場
の
入
り
口
に
は
そ
の
旨
を

記
し
た
観
光
客
向
け
の
注
意
書
き
が
、
岩
塞
の
関
係
者
に
よ

っ
て
貼

ら
れ

て
い
た
。

ま
た

一
〇
月
三
日
の
新
鼓
楼
竣
工
典
礼
で
も
同
様

に
観
光
客
が
儀

礼
に
参
加

し
、
終
了
後
行
わ
れ
た
百
家
宴
に
も
参
加

し
た

[謳

・

梁

二
〇

〇
六
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]
。
謳

・
梁

[
二
〇
〇
六
b
]

は
触

れ
て
い
な
い

が
、
筆
者

が
後
日
確
認
し
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、

こ
の
時
も
百
家
宴

へ
の
参
加

希
望
者

は
、
鼓
楼
に

一
〇
元
以
上
寄
付
し
な
け
れ
ば
な
ら

な

い
と
い
う
旨

の
注
意
書
き
が
現
場
に
貼
ら
れ
て
い
た
。

岩
塞
鼓
楼
が
黄
金
週
を
選
ん
で
建
築
儀
礼
を
行

っ
た
背
景
に
は
、

観
光
客
が
最
も
多

い
時
期
に
あ
わ
せ
て
建
築
儀
礼
を
挙
行
す
る
こ
と

に
よ
り
、
鼓
楼
建
築

の
費
用
を
よ
り
多
く
調
達
し
よ
う
と
い
う
ね
ら

い
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
こ
で
考
慮
し
な

け
れ
ば
な
ら
な

い
の

は
、
以
下

に
述
べ
る
地
元

の
習
慣
で
あ
る
。
建
築
儀
礼
を
行
う
日
と

時
間
は
、
専
門
家
に
頼
ん
で
良

い
日
、
良

い
時
刻
を
旧
暦
に
も
と
づ

き
入
念
に
選
ん
で
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
素
人
が
み
だ
り
に

日
時
を
設
定
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
踏
ま
え

る
と
、

こ
こ
で
検
討
す
べ
き
は
、
二
〇
〇
六
年
五
月
五
日
と

一
〇
月

三
日
の
両
日
が
、
果
た
し
て
建
築
儀
礼
を
行

う
に
ほ
ん
と
う
に

「良

い
日
」
で
あ

っ
た
の
か
ど
う
か
と
い
う
問
題

で
あ
る
。
良

い
日
が
黄

金
週
の
期
間
と
た
ま
た
ま
重
な

っ
た
と
い
う

こ
と
な
の
か
。
そ
れ
と

も
、
重
な

っ
て
い
な
か
っ
た
の
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
習
慣
を
曲
げ

て

建
築
儀
礼
を
挙
行
し
た
の
か
。
も
し
後
者
で
あ
れ
ば
、
自
分
た
ち
の

習
慣
と
観
光
に
よ
る
利
益

の
、
ど
ち
ら
を
地
元
民
が
優
先
さ
せ
る
か

と
い
う
問
題
に

つ
い
て
理
解
す
る
う
え
で
重
要
な
ポ
イ

ン
ト
と
な

る
。
残
念
な
が
ら
現
時
点

で
は
筆
者
は
判
断
材
料
を
持
ち
あ
わ
せ
て

い
な
い
。
今
後

の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

以
上
、
事
例
1
と
事
例
2
は
地
元

の
人
々
と
観
光
客

の
関
係
に
か

か
わ
る
も
の
で
あ

っ
た
。
観
光
客
に
対
し
て
寄
付
を
募
る
こ
と
を
観

光
客
側
が
快
く
思
わ
な
い
場
合
も
あ
る
が
、
村

に
や

っ
て
く
る
観
光

客
が
比
較
的
多

い
程
陽
橋
近
辺
の
村
々
に
と

っ
て
は
、
鼓
楼
や
風
雨
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橋

の
建

設

・
修
理

の
資
金
を
以
前

よ
り
多
く
獲
得

で
き
る
よ
う
に

な

っ
た
と

い
え
よ
う
。

次
に
紹
介
す
る
事
例

は
観
光
開
発

に
お
け
る
、
地
元
住
民
と
国

家

・
政

府
と

の
あ
い
だ
に
存
在
す
る
問
題
を
示
唆
す
る
も

の
で
あ

る
。
二
〇

〇
三
年

に
馬
鞍
鼓
楼

の
そ
ば

に
新
し
い
劇

の
舞
台
が
建
設

さ
れ
た
。
舞
台

の
傍
ら
に
据
え
ら
れ
た
石
碑
に
刻
ま
れ
た
碑
文

の
内

容
を
簡
単

に
紹
介
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
問
題
に

つ
い
て
明
ら
か

に
し
た

い
。

〔事
例

3
〕

馬
鞍
塞

の
舞
台
は

一
九
八
〇
年
代
に
建
設
さ
れ
た

が
、
当

時
は
杉

の
木
が
不
足
し
て
い
た
の
で
柱
や
梁
も
雑
木

で
作

っ

た
。
そ

の
た
め
ほ
ど
な
く
梁
は
曲
が
り
、
柱
が
腐
る
な
ど
の
現
象
が

あ
ら
わ
れ
た
。

二
〇
〇
三
年
の
初
め
に

一
人
の
広
西
壮
族
自
治
区
の

リ
ー
ダ

ー
が
こ
の
現
象
を
み
て
、
貧
困
者
補
助
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
か
ら

資
金
を
出
し
て
建
て
な
お
す
よ
う
に
指
示
し
、
あ
わ
せ
て
林
渓
郷
の

人
民
代
表
大
会
主
席
が
そ
の
責
任
を
負
う
こ
と
に
な

っ
た
。

村
人

に
と

っ
て
最
大

の
心
配
は
新
し

い
舞
台

の
所
有
権

で
あ

っ

た
。

一
部

の
村
人

は
心
配
し
た
。

「自
分
た
ち
自
身

が
建

て
た
舞
台

を
自
分

た
ち

で
解
体

し
、
他
人
が
資
金
を
出
し
た
舞
台
を
建
設
す

る
。
こ

の
舞
台
が
永
遠
に
馬
鞍
舞
台

で
あ
り
続
け
る
と
、
誰
が
保
証

で
き
よ
う
か
」
。
そ
し
て
程
陽
橋
を
例
と
し
て
あ
げ
た
。
「程
陽
橋
は

我
々
の
祖
先
が
建
造
し
た
。

一
九
八
四
年
に
国
家
が
お
金
を
出
し
て

修
理
は
し
た
も
の
の
ひ
と

つ
ひ
と
つ
の
木
、
石
、
瓦
は
祖
先
が
残
し

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

て
く
れ
た
も
の
で
あ
る
。
現
在

こ
の
橋
は
他

人
の

(た
め
の
)
金

の

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

な
る
木

に
な

っ
て
し
ま

っ
た
」
(傍
点
筆
者
)
。

上
述

の
問
題
に
対
し
、
村

の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
は
半
年

の
あ
い
だ
に

大
小
あ
わ
せ
て
二
〇
回
余
り
の
会
議
を
開

い
た
が
、
人
々
の
考
え
を

ま
と
め
る
こ
と
は
で
き
な
か

っ
た
。
郷
か
ら
は
早
く
決
定
す
る
よ
う

に
と
再
三
催
促
さ
れ
、
さ
も
な
け
れ
ば
そ
の
資
金
は
他

の
村
に
ま
わ

し
て
し
ま
う
と
通
告
さ
れ
た
。

二
〇
〇
三
年

=

月
八
日
、
村
で
は
再
度
会
議
が
開
か
れ
た
。
あ

る
男
が
、
村
人

に
対
し
て
以
下

の
よ
う
な
提
言
を
し
た
。
「所
有
権

の
問
題
に
つ
い
て
は
政
府
を
信
用
し
よ
う
で
は
な
い
か
。
も
し
我
々

が
意
見
を
ま
と
め
な
け
れ
ば
、
そ
の
金
は
よ

そ
の
村

に
ま
わ
さ
れ
て

し
ま
う
で
は
な
い
か
。

み
な
の
心
配
を
取
り
除
く
た
め
に
、
新
し

い

舞
台
を
建
設
し
終
わ

っ
て
か
ら
、
碑
を
た
て
序
文
を
書
き
、
永
遠
の

証
拠
と
し
よ
う
」。
彼

の
発
言
は
み
な

の
賛
辞

を
得

て
、
「古

い
舞
台

を
解
体
し
、
新
し
い
舞
台
を
建
設
す
る
」
と

い
う
方
針
が
み
な
の
統

一
し
た
意
見
と
な
り
、
の
ち
に
彼
が
碑
の
序
文
を
書

い
た
。

以
上
が
碑
文
の
概
要
で
あ
る
。
こ
の
碑
文

は

一
見
し
た
と
こ
ろ
観

光
と
は
無
関
係

の
よ
う
で
あ
る
。
だ
が
、
傍

点
を
付
し
た
部
分
に
注

目
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
程
陽
の
観
光
が
抱

え
て
い
る
重
要
な
問
題

点
が
み
え
て
く
る
。
程
陽
景
区
の
観
光

の
目
玉
と
な

っ
て
い
る
程
陽

橋
は
、
も
と
も
と
地
元

の
人
々
が
資
金
、

物
資
、
労
働
力
を
出
し

あ

っ
て
建
設
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
九
八
二
年
に
国
家
級
の
重
要
保

護
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
時
点
で
程
陽
橋

は
国
家
が
管
理
す
る
も
の

民族観光の産業化 と地元民の対153



と
な

っ
て
し
ま

っ
た
。
と
こ
ろ
が

一
九
八
三
年
に
程
陽
橋
は
洪
水
で

倒
壊
し

て
し
ま
う
。

一
九
八
四
年

の
修
理
の
際
に
は
国
家
文
物
局
が

三
二
万
元
を
投
入
し
修
復
に
あ
た

っ
た
ば
か
り
か
、
修
復
の
担

い
手

は
地
元

の
人
々
で
は
な
く
、
関
連
す
る
役
所
で
あ

っ
た

[
三
江
個
族

自
治
県
文
管
所
編

一
九
八
八
]
。
程
陽
橋
は
地
元

の
人
々
の
手
を
離

れ

て
し

ま

っ
た

の
で
あ
る
。

い
く
ら
国
家

に
移
管
さ
れ
た
と
は
い

え
、
も
と
も
と
程
陽
橋
は
村
々
の
先
達
が
力
を
あ
わ
せ
て
建
造
し
た

共
有
財
産
だ
と
い
う
意
識
が
地
元
で
は
非
常
に
強

い
。
程
陽
橋

の
先

例
が
あ

る
か
ら
こ
そ
、
馬
鞍
塞

の
人
々
は
新
し

い
舞
台
の
所
有
権

の

行
方
に

つ
い
て
危
惧
す
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
程
陽
橋
に
限
ら
ず
、
程
陽
景
区

の
主
要
な
観
光
資
源
で
あ

る
鼓
楼

や
風
雨
橋
、
舞
台
な
ど
の
木
造
公
共
建
築
物

は
み
な
民
間

の

人
々
が
自

前

で
建
設
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
現
在
、
程

陽
橋
と
と
も
に
観
光
資
源
と
な
り
、
景
区

の
経
営
団
体
は
そ
れ
ら
を

み
に
く

る
観
光
客
か
ら
参
観
料
を
徴
収
す
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。

し
か
し
、
先
に
み
た
よ
う
に
そ
の
収
益
は
地
元
民
に
は
ほ
と
ん
ど
還

元
さ
れ

て
こ
な
か

っ
た

の
で
あ
る
。

以
上

三

つ
の
事
例
に
お
い
て
紹
介
し
た
地
元
民

の
動
き
は
、
観
光

の
収
益

が
地
元
に
十
分
に
還
元
さ
れ
な
い
こ
と
に
対
す
る
彼
ら
独
自

の
対
応

で
あ
る
と
解
釈
し
て
お
く
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
木

造
公
共
建

築
物
に
対
す
る
彼
ら
の
思

い
や
意
味
づ
け
に
つ
い
て
の
考

察
な
し

に
は
、
彼
ら
の
対
応

の
機
微
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い

う
こ
と

を
こ
こ
で
強
調
し
て
お
き
た

い
。

七

罎
耀

諜
鍵

〒

 

程
陽
景
区
が
近

い
将
来
大
き
く
変
貌
す
る

こ
と
は
ほ
ぼ
確
実
で
あ

る
。
程
陽
八
塞
が
柳
州
市
社
会
主
義
新
農
村
建
設

の
試
験
村

に
指
定

さ
れ
た
か
ら
だ
。
二
〇
〇
六
年
七
月

=
二
日
に
そ
の
起
工
式
が
行
わ

れ
た

[謳

・
梁

二
〇
〇
六

a
]。
社
会
主
義
新
農
村
と
は
韓
国
で
か

つ
て
行
わ
れ
た
セ
マ
ウ
ル
運
動
を
模
し
て
行

わ
れ
よ
う
と
し
て
い
る

新
た
な
農
村
開
発
政
策

で
あ
る
。

程
陽
八
塞
新
農
村

で
は
、
柳
州
市
委
員

会
と
政
府

を
中
心
と
し

て
、
試
験
村

へ
巨
額
の
資
金
を
投
入
し
基
礎
施
設
、
産
業
発
展
、
公

共
事
業
と
村
落
整
備
を
推
進
す
る
こ
と
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。
具
体

的
に
は
道
路
を
中
心
に
、
水
道
、
ゴ
ミ
処
理
、
火
災
防
止
施
設
な
ど

村
落

の
イ

ン
フ
ラ
整
備
を
進
め
、
集
落
を
新

し
い
姿
に
改
造
す
る
こ

と
を
め
ざ
す
も
の
で
あ
る

[謳

・
梁

二
〇
〇
六

a
]。
二
〇
〇
七
年

九
月
の
時
点
で
は
、
平
塞
や
岩
塞

の
生
活
道
路

の
改
修
工
事
が
進
ん

で
い
た
。

新
農
村
試
験
村

へ
の
指
定
は
、
程
陽
景
区

に
お
け
る
観
光
の
産
業

化

の
今
後
を
推
測
す
る
う
え
で
た
い
へ
ん
重
要

で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら

観
光
開
発
も
重
視
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
柳
州
市
は
巨
資
を
投

じ
、
三
年
か
ら
五
年
の
あ
い
だ
に

「程
陽
八
塞
旅
遊
景
点
」
を
全
国

第

一
の

「ト
ン
族
民
族
風
情
旅
遊
景
点
」
、

い
や
、
国
家
級

の
著
名
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程陽八塞の機能分担表4

行政村名 村 名 戸 数 人 口 分担する機能

平岩村

馬鞍暴

平 塞

平坦塞

岩 塞

169

220

2ii

215

656

945

925

975

建築芸術センター

歌舞芸術セ ンター

民族体験 セ ンター

トン族民家情縁1)民宿区

程陽村
東 塞

大 暴

172

538

778

2,322

憩 い体験セ ンター

グルメ買い物天国

平鋪村
吉昌塞

平鋪塞

148

592

456

2,704

トン族生態王国

トン族大劇センター

注:1)こ の場合の 「情縁」は男女の縁ではな く、人の縁 とい う意味で

使われている と考 えられる。 そうだ とすれ ば、人の縁 とは トン族

の民宿の経営者であ る トン族の人々 と宿泊客 との間の縁 とい うこ

とであろ う。

出所:馬 鞍鼓楼広場 および平岩村民委員会の建物の外壁 に掲示 されてい

る 「旅遊機能布局規画図」 「程陽八纂人口規模 統計表」を もとに筆 者

が作成。

な
風
景
区
に
し
よ
う
と
い
う
プ

ラ
ン
を
持

っ
て
い
る

[梁

二
〇
〇

六
、
王
再

二
〇
〇
六
]
。

程
陽
八
塞
新
農
村
計
画
の
う
ち
観
光
に
関
す
る
も
の
に
は
、
柳
州

市
旅
遊
局
が
参
画
し
て
い
る
。
柳
州
市
旅
遊

局
は
ト
ン
族
の
民
族
建

築

の
保
護
と
集
落

の
発
展
を
両
立
さ
せ
る
よ
う
な
計
画

の
策
定
を
、

広
西
総
合
設
計
研
究
院

に
委
託
し
て
い
る

[
梁

二
〇
〇
六
]。
計
画

は
鼓
楼
、
風
雨
橋
、
高
床
式
建
築
な
ど
ト
ン
族
の
伝
統
文
化

の
特
色

を
も

つ
建
築
物
を
特

に
力
を
い
れ
て
保
護
し

つ
つ
、
当
地
の
集
落
景

観
、
す
な
わ
ち
生
活
空
間
を
観
光
の
た
め
に
改
造
す
る
こ
と
を
強
調

す
る

[孟

二
〇
〇
六
]。

さ
ら
に
、
地
元

の
年
中
行
事

に
あ
わ
せ

て
イ
ベ
ン
ト
を
た
ち
あ

げ
、
当
地
特
有

の
建
築
、
飲
食
、
歌
舞
、
手

工
芸
、
演
劇
な
ど
を
観

光
客

に
展
示
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
秀
逸
な
観
光

ル
ー
ト
を
作

ろ
う

と
計
画
し
て
い
る

[孟

二
〇
〇
六
]。

程
陽
八
塞

の
そ
れ
ぞ
れ
の
村

に
、
観
光
関
連

の
諸
機
能
を
新
た
に

付
与
す
る
こ
と
も
計
画

さ
れ
て
い
る

(表
4
)。
程
陽
橋

に
最
も
近

い
馬
鞍
塞
は
程
陽
八
塞
の
中
心
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
、
程
陽
橋
、

馬
鞍
鼓
楼
、
村
門
、
涼
亭
、
高
床
式
建
築
物

な
ど
を
重
点
的

に
展
示

す
る
、
ト
ン
族
建
築
芸
術

の
セ
ン
タ
ー
と
な
る
よ
う
に
計
画
さ
れ
て

い
る
。
三
年
か
ら
五
年
以
内

に
、
村
内

に
は
ト
ン
族

の
民
宿
、
外
国

人
を
接
待
す
る
賓
館
、
特
色
あ
る
商
店
、
娯
楽

セ
ン
タ
ー
が
そ
れ
ぞ

れ
複
数
建
設
さ
れ
る
予
定

で
あ
る
。
長
さ

一
六
〇
メ
ー
ト
ル
に
お
よ

ぶ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
回
廊
も
作
ら
れ
る
と

い
う
。

民族観光の産業化 と地元民の対応1$5



こ
こ
で
想
起
さ
れ
る
の
は
、
さ
き
ほ
ど
触
れ
た
、
観
光

の
た
め
に

生
活
空
間
が
改
変
さ
れ
て
し
ま
っ
た
冠
小
塞

の
事
例
で
あ
る
。
こ
の

事
例

に

つ
い
て
若
干
補
足
し
て
お
こ
う
。
こ
の
村

で
は
、
も
と
も
と

菜
園
だ

っ
た
丘
の
上
に
鼓
楼
を
移
築
し
て
以
来
、
今
ま
で
老
人
を
中

心
と
し
た
男
た
ち
が
集
ま
る
場
所
で
あ

っ
た
鼓
楼
か
ら
彼
ら
の
姿
が

み
ら
れ
な
く
な

っ
て
し
ま

っ
た
。
彼
ら
は
、
集
落

の
な
か
に
あ
る
三

王
廟

の
な
か
に
集
ま
る
よ
う
に
な

っ
た
。
筆
者
が
そ
の
理
由
を
村
人

に
尋
ね
た
と

こ
ろ
、
丘

の
上
ま
で
あ
が

っ
て
行
く
の
は
高
齢
者

に

と

っ
て
は
難
儀

で
あ
る
。
新
し
い
鼓
楼
の
な
か
は
、
夏
は
暑
く
、
冬

は
寒

い
。
だ
か
ら
行
か
な
く
な

っ
た
、
と
い
っ
た
答
え
が
返

っ
て
き

た
。
新

し
い
鼓
楼
は
丘

の
上
に
家
並
み
か
ら
離
れ
て
ぽ

つ
ん
と
建

っ

て
い
る
。
鼓
楼

の
な
か
が
快
適

で
な
く
な

っ
て
し
ま

っ
た
原
因
は
、

夏
の
強

い
日
差
し
と
冬

の
寒
風
に
鼓
楼
が
さ
ら
さ
れ
る
の
を
随
分
と

防
い
で
く
れ
て
い
た
家
並
み
か
ら
鼓
楼
が
離
さ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と

に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

鼓
楼

が
移
築
さ
れ
た
地
点
は
観
光
開
発
の
視
点
か
ら
み
る
と
望
ま

し
い
場

所
な
の
か
も
し
れ
な

い
。
だ
が
、
鼓
楼
を
日
々
利
用
す
る
生

活
者
に
と

っ
て
は
不
便

で
快
適

で
な
い
場
所
な

の
で
あ
る
。
冠
小
塞

の
新
鼓
楼

の
立
地
は
他

の
集
落
と
比
し
て
き
わ
め
て
不
自
然
で
あ

る
。
周
囲

の
村
々
を
み
ま
わ
し
て
も
、
家
並
み
か
ら
離
れ
た
高

い
と

こ
ろ
に
わ
ざ
わ
ざ
鼓
楼
が
作
ら
れ
て
い
る
例
は
な
い
。
鼓
楼
は
本
来

集
落
内

の
家
並
み
の
中

に
建
て
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

冠
小
塞

の
新
鼓
楼
の
形
態
は
た
し
か
に
伝
統
的
な
ス
タ
イ
ル
は
保

持
し
て
い
る
。
し
か
し
以
上
述

べ
た
よ
う
に
地
元
の
人
々
の
日
常
生

活

の
コ
ン
テ
ク

ス
ト
か
ら
大
き
く
外
れ
た

場
所

に
移
築
さ
れ

て
し

ま

っ
た
。
程
陽
八
塞

の
集
落
景
観
を
改
善
す
る
際
に
は
伝
統
的
な
建

築
物
を
保
護
す
る
べ
き
で
あ
る
と
、
政
府
が
委
託
し
た
専
門
家
た
ち

は
う
た
っ
て
は
い
る
も
の
の

[孟

二
〇
〇
六
]
、
彼
ら
が
冠
小
塞

の

轍
を
踏
ま
な
い
と
い
う
保
証
は
な
い
。
忘
れ
て
な
ら
な

い
の
は
、
程

陽
景
区
は
ト
ン
族
の
人
々
が
日
常
生
活
を
営

む
生
活
空
間
そ
の
も
の

で
あ
り
、
木
造
公
共
建
築
物
も
そ
の

一
部
で
あ
る
と
い
う

こ
と
だ
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
三
江
個
族
自
治
県
の
程
陽
景
区

の
事
例
を
と
り
あ
げ
、

民
族
観
光
の
産
業
化
の
過
程
を
粗
描
し
た
。
さ
ら
に
木
造
公
共
建
築

物

の
事
例
を
も
と
に
、
民
族
観
光

の
産
業

化
が
地
元

の
ト

ン
族

の

人
々
に
与
え
る
影
響
、
お
よ
び
彼
ら
の
観
光
客
や
観
光
を
進
め
る
国

家
や
政
府
に
対
す
る
対
応
の

一
端
に
つ
い
て
考
察
し
た
。

地
元
の
人
々
の
文
化
や
生
活

の
側
面
を
中

心
に
、
観
光
化
さ
れ
た

状
態
と
観
光
が
産
業
化
さ
れ
た
状
態
の
違

い
を
短
く
表
現
す
る
と
す

れ
ば
、
以
下

の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
前
者
は
観
光

の
対
象
と

な

っ
た
も
の
の
、
観
光
の
対
象
と
さ
れ
た
人

々
の
伝
統
文
化
、
民
族

文
化
や
日
常
生
活
あ
る
い
は
生
活
空
間
に
対

し
て
は
ほ
と
ん
ど
手
が

加
え
ら
れ
て
い
な
い
状
態
で
あ
る
。
後
者
は
そ
れ
ら
に
対
し
て
、
市

場
経
済
原
理
に
も
と
づ
き
直
接
あ
る
い
は
間
接
的

に
な
ん
ら
か
の
手
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が
加
え
ら
れ
た
状
態
で
あ
る
。

程
陽
景
区

の
場
合
、
当
初
、
観
光
の
柱
は
程
陽
橋
を
代
表
と
す
る

木
造
公
共
建
築
物

で
あ

っ
た
。
後

に
観
光
の
産
業
化
が
進
む
と
、
そ

れ
を
補
う
た
め
に
、
年
中
行
事

が
選
ば
れ
、
そ
れ
に
観
光
商
品
と
し

て
の
価
値
を
付
加
す
る
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
た
。

中
国
大
陸

の
場
合
、
民
族
観
光
は
地
元
民

の
貧
困
克
服
を
目
標
に

し
て
進
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
容
易
に
想
像
が
つ
く
よ
う
に
、
観
光
の

対
象
と
な

る
人
々
は
元
来
資
金
力
も
弱
く
、
観
光
の
ノ
ウ

ハ
ウ
も
知

ら
な

い
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
程
陽
景
区

の
場
合
は
、
地
元
の

人
々
が
自
力

で
建
設
し
た
木
造
公
共
建
築
物
が
観
光
資
源
と
し
て
利

用
さ
れ
な

が
ら
、
今
ま
で
観
光

に
よ
る
収
益
が
直
接
的
に
は
ほ
と
ん

ど
地
元
住
民

に
還
元
さ
れ
て
こ
な
か

っ
た
。

鼓
楼
や
風
雨
橋
の
修
理

・
建
設
費
用
の
寄
付
を
観
光
客

に
求
め
る

と

い
う
地
元

の
人
々
の
行
為
は
、
そ
う
し
た
状
況
に
対
す
る
打
開
策

の
ひ
と

つ
で
あ
る
と
解
釈
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
地
元

の
人
々
は
観
光

客
に
対
し

て
は
恒
常
的
に
寄
付
を
募

っ
た
り
、
ま
と
ま

っ
た
額
の
寄

付
金
を
得

る
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
建
築
儀
礼
の
日
取
り
を
観
光
客
の
数

が
ピ
ー
ク

に
達
す
る
黄
金
週
に
あ
わ
せ
た
り
と
工
夫
を
凝
ら
し
て
い

る
。
鼓
楼

や
風
雨
橋

の
修
理

・
建
設
費
用
を
村
落
内
外

の
人
々
か
ら

の
寄
付

で
ま
か
な
う
と
い
う
の
は
、
観
光
が
産
業
化
す
る
以
前
か
ら

み
ら
れ
た
現
地

の
習
慣
で
あ
る
。
地
元
の
人
々
は
そ
の
形
態
を
少
し

変
え
た
う
え
で
寄
付
を
求
め
る
対
象
を
観
光
客

へ
と
拡
大
し
た
の
で

あ
る
。
以
上
は
、
地
元
の
人
々
と
観
光
客

の
あ
い
だ
の
関
係
性
に
関

す
る
事
例
で
あ
る
。

そ
の

一
方
、
地
元

の
人
々
と
観
光
開
発
を
進
め
る
側

の
国
家
や
政

府
と
の
関
係
性
も
重
要

で
あ
る
。
国
家
の
重

要
保
護
文
化
財
に
指
定

さ
れ
た

こ
と
を
契
機
に
、
程
陽
橋

の
所
有
権

は
国
家
に
移
管
さ
れ

た
。
さ
ら
に
程
陽
の
観
光
が
産
業
化
さ
れ
て
以
降
、
程
陽
橋
は
他
人

の
金
も
う
け
の
道
具
と
し
て
使
わ
れ
る
よ
う

に
な

っ
た
。

こ
の
よ
う

な
経
緯
が
あ
る
た
め
、
地
元
の
人
々
は
木
造
公
共
建
築
物

の
所
有
権

の
問
題
に
対
し
て
き
わ
め
て
敏
感
に
な
っ
て

い
る
。

中
国
大
陸

の
場
合
、
観
光
開
発
は
行
政
主
導

で
行
わ
れ
る
こ
と
が

多

い
た
め
、
し
ば
し
ば
地
元
の
人
々
に
対
す

る
強
制
力
を
伴
う
。
程

陽
景
区

の
場
合
も
、
観
光
開
発
は
行
政
主
導

で
行
わ
れ
、
条
例

の
制

定

・
施
行
を
伴
う
。
条
例
の
規
定
に
よ

っ
て
観
光
開
発
は
制
度
化
さ

れ
、
地
元

の
人
々
に
対
し
て
、
例
え
ば
セ
メ

ン
ト
や
レ
ン
ガ
の
家
屋

の
新
築

の
禁
止
お
よ
び
木
造

の
外
観

へ
の
改

装
が
強
要
さ
れ
て
い

る
。さ

ら

に
、
二
〇
〇
六
年

に
社
会
主
義
新
農

村
試
験
村

に
指
定
さ

れ
、

こ
れ
か
ら
数
年
の
あ

い
だ
に
も
と
も
と
生
活

の
場
で
あ

っ
た
村

落
空
間
が
観
光
開
発
に
よ
っ
て
激
変
す
る
の
は
ま
ず
間
違

い
な
い
状

況
に
な

っ
た
。
先
行
す
る
冠
小
鼓
楼
の
事
例

が
示
す
の
は
、

い
く
ら

木
造
公
共
建
築
物

の
形
態
が
保
存
さ
れ
る
と

い
っ
て
も
、
必
ず
し
も

地
元
民
の
生
活
感
覚
が
考
慮

・
優
先
さ
れ
る
と
は
限
ら
な

い
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

最
後

に
新
た
な
動
向
を
ひ
と

つ
補

っ
て
お
こ
う
。
程
陽
景
区
を
経
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営
す
る
三
江
県
程
陽
橋
景
区
旅
遊
開
発
有
限
責
任
公
司
は
、
二
〇
〇

七
年

一

一
月
二
七
日
付

で
程
陽
八
塞

の
各
村
に
通
告
を
出
し
た
。
そ

の
骨
子

は
、
ω
程
陽
(橋
)景
区
の
観
光
管
理
を
強
化
し
、
程
陽
八
塞

の
村
民

が
観
光
開
発
に
お

い
て
収
益
を
得

る
こ
と
が

で
き
る
よ
う

に
、
程
陽

八
塞
旅
遊
管
理
委
員
会
を
た
ち
あ
げ
る
。
②
委
員
会

の
委

員
は
全
部

で

一
一
人
、

そ
の
う
ち
大
塞
、
坪
鋪
塞
か
ら
各
二
名
、
残

り
の
六

つ
の
塞
か
ら
各

一
名
、
そ
し
て
公
司
か
ら

一
名
出
す
、
と
い

う
も
の
で
あ
る
。

こ
の
通
告
は
、
地
元
住
民
が
今
後
、
程
陽
八
塞

の

観
光
開
発

に
コ
ミ
ッ
ト
し
、
正
当
な
利
益

の
分
配
を
得
る
た
め
の
道

筋
を
開
く
も

の
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

こ
う
し
た
新
た
な
動
き

の

な
か
、
今
後
、
地
元
住
民
た
ち
は
観
光
開
発
に
お
い
て
経
済
的
な
利

益
を
ほ
ん
と
う
に
享
受

し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

ま
た
、
地
元

の
人
々
の
あ
い
だ
で

「勝
ち
組
」
と

「負
け
組
」
に
分

化
し
て
い
く
の
で
あ
ろ
う
か
。
今
後
注
目
に
値
す
る
。

以
上
は

い
ず
れ
も
重
要
な
事
柄
で
あ
る
が
、
筆
者
が
特
に
注
視
し

た
い
の
は
、
政
府
や
そ
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
た
ち
が
掲
げ
る
観
光
開
発

の
論
理
と
、
地
元
民
が
も
つ
文
化
や
生
活

に
根
ざ
し
た
感
覚
、
こ
の

両
者
が

こ
れ
か
ら
折
り
合

い
を

つ
け
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ

う
か
、
と

い
う
問
題
で
あ
る
。
政
府

の
方
針
に
庶
民
が
表
立

っ
て
反

対
す
る

こ
と
が
難
し

い
国
情
に
お
い
て
、
行
政
主
導

の
観
光
開
発
の

論
理
に
地
元
の
人
々
は

一
方
的
に
屈
服
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
う
の
か
、

あ
る
い
は
し
た
た
か
に
た
ち
ま
わ

っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ

ろ
う
か
。

今
後
の
程
陽
景
区
の
観
光
開
発

の
動
向
と
地
元
住
民
の
対

応

の
双
方
を
注
視
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

注

 

〈1
>

一
九
六

一
年
に
第

一
次
全
国
重
点
文
物
保
護
単
位
と
し
て
一
八

〇
件
が
、

一
九
八
二
年
に
第
二
次
全
国
重
点
文
物
保
護
単
位
と
し
て

程
陽
橋
を
含
む
六
二
件
が
指
定
さ
れ
た
。

一
九
八
二
年
に
指
定
さ
れ

た
も
の
の
な
か
に
は
、
四
川
省
の
都
江
堰
や
上
海
の
豫
園
な
ど
全
国

的
に
著
名
な
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
。

〈2
>

そ
の
後
、
貴
州
省
従
江
県
の
増
沖
鼓
楼

(第
三
次
、

一
九
八
八

年
)、
湖
南
省
通
道
個
族
自
治
県
の
芋
頭
伺
塞
古
建
築
群
、
広
西
壮

族
自
治
区
三
江
洞
族
自
治
県
の
邑
団
風
雨
橋
、
貴
州
省
黎
平
県
の
地

坪
風
雨
橋

(第
五
次
、
二
〇
〇

一
年
)、
三
江
県
の
馬
絆
鼓
楼
、
通

道
県
の
坪
坦
風
雨
橋

(第
六
次
、
二
〇
〇
六
年
)
が
相
次
い
で
指
定

さ
れ
た
。

〈
3
>

金
秀
瑠
族
自
治
県
、
融
水
苗
族
自
治
県
、
龍
勝
各
族
自
治
県
も

同
時
に
対
外
開
放
さ
れ
た
。
少
数
民
族
の
住
む
自
治
県
が
早
い
時
期

に
対
外
開
放
さ
れ
た
背
景
に
は
、
少
数
民
族
地
帯
を
観
光
に
よ
っ
て

発
展
さ
せ
よ
う
と
す
る
ね
ら
い
が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

〈
4
>

普
済
橋
内
部
に
設
置
さ
れ
た
石
碑
に
刻
ま
れ
て
い
る

「程
陽
普

済
橋
維
修
工
程
協
議
書
」
に
よ
る
。

〈5
>

こ
の
統
計
の
観
光
客
数
は
三
江
県
内

に
宿
泊
し
た
場
合
の
み
カ

ウ
ン
ト
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

[侯

一
九
九
六

"
四
三
]。

〈6
>

二
〇
〇
六
年
に
な
っ
て
か
ら
、
よ
う
や
く
家
屋
の
外
壁
の
セ
メ

ン
ト
や
レ
ン
ガ
が
露
出
し
て
い
る
部
分
に
木

の
板
を
貼

っ
て
隠
す
工

isg



事
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

〈7
>

こ
こ
で
紹
介
す
る
各
黄
金
週
イ
ベ
ン
ト
お
よ
び
程
陽
八
塞
冬
至

節
の
内
容
は
、
現
地
お
よ
び
県
城
に
掲
示
し
て
あ
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
依
拠
し
て
い
る
。
う
ち
筆
者
が
実
際
に
参
加
で
き
た
の
は
、
五

一

黄
金
週
の
一
部
の
行
事

の
み
で
あ
る
。

〈
8
>

さ
ら
に
以
前
は
正
月
初
三
に
行
わ
れ
て
い
た

[三
江
個
族
自
治

県
民
族
事
務
委
員
会
編

一
九
八
九

"
七
八
]。

〈
9
>

岩
塞
鼓
楼
建
築
現
場
に
掲
示
し
て
あ
っ
た
二
〇
〇
六
年
元
月

一

五
日
づ
け
の

「致
献
愛
心
者
的

一
封
信
」
(愛
の
心
を
さ
さ
げ
る
人

あ
て
の
書
簡
)
の

一
節
。
岩
塞
屯
の
老
人
協
会
は
こ
の
書
簡
で
、
岩

塞
鼓
楼
の
建
設
資
金
の
寄
付
を
各
界
の
人
々
に
向
か
っ
て
呼
び
か
け

て
い
る
。
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